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Targetが適用された際の明確化（セクション 
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定義 
CA Certificate Authorities 

CMI Connection Management Interface – ポータルまたはホストにより提供されるイ
ンターフェース、外部コネクションマネージャサーバとの通信に使われます。 

CMS Connection Management Server – CMIインターフェースを通じてポータル/ホス
トを管理及び制御する外部マネージメントエンティティ（サードパーティ） 

DDC Display Data Channel 

DHCP  Dynamic Host Configuration Protocol 

DNS Domain Name System 

DNS SRV Domain Name System Service Record 

EDID Extended Display Identification Data 

FQDN Fully Qualified Domain Name 

GPU Graphics Processing Unit 

GUI PC-over-IPセッション動作中でない場合に、ポータル On-Screen Displayで提
供されるGraphical User Interface 

HPDET Hot Plug Detect  

MTU Maximum Transmission Unit 

NTP Network Time Protocol 

OS Operating System 

OSD On Screen Display 

PC-over-IP® Personal Computer over Internet Protocol 

PC-over-IP Host ホスト側のPC-over-IPシステム 

PC-over-IP Portal ポータルまたはデスクトップがわにの PC-over-IPシステム 

PCoIP® Personal Computer over Internet Protocol (PC-over-IP) 

RDP Remote Desktop Protocol 

SLP Service Location Protocol 

SSL Secure Socket Layer (セキュリティプロトコル) 

TERA1100 PC-over-IPポータル機能をサポートする Teradiciデバイス 

TERA1200 PC-over-IPホスト機能をサポートする Teradiciデバイス 

VPD Vital Product Data – ポータルまたはホストを識別する工場で準備された情報 

VPN Virtual Private Network
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イントロダクション 
ユーザ及び管理者は、内蔵のHTTPSウェブインターフェースを使い、PC-over-IP®、ま
たは PCoIP®、ポータル及びホストを利用します。ポータルは、ローカルグラフィカル
ユーザインターフェース(GUI)オンスクリーンディスプレイ(OSD)によりアクセス可能で
す。メッセージもまた、必要に応じてユーザスクリーン上に表示されます。 

ユーザは、セッションの接続または切断、診断の確認及びユーザパラメータを設定する

ことができます。管理者は構成設定及びユーザ承認の確認及び変更、PCoIPデバイスへ
のデータのアップロード、セッション診断と製品情報の確認ができます。 

インターフェースは高いアクセス性を持ち、そして知識習得期間の最短化を目的とした

タスク指向型で構成されています。さらにウェブインターフェースとOSDは、全体の
知識習得期間を最短化するために、可能な限り類似するようまとめられています。 

このドキュメントは、PCoIPホスト及びポータルユーザインターフェースについて説明
します。もしも、ホスト（ホストのみ）またはポータル（デスクトップサイドのみ）で

のみ利用可能な機能がある場合、その都度はっきりと説明します。 

このドキュメントには 3つのセクションがあります。： 

x セクション 1 PCoIP 管理用ウェブインターフェースの詳細 
x セクション 2 ポータルのオンスクリーンディスプレイ(OSD)の説明 
x セクション 3 ユーザメッセージ オーバーレイウインドウの議論 

付録に含まれるのは： 

x 付録 A: 使用例 
x 付録 B: ポータル言語及びキーボードサポート 
x 付録 C: ポータルRDP互換性 

このドキュメントは、管理者及びユーザに PCoIP システムの実動作に関する知識を提供
する事を目的としています。 

注意：PCoIP管理用ウェブインターフェース及びオンスクリーンディスプレイ構成機能
は、コネクションマネージメントサーバ用のアプリケーションプログラムインターフェ

ース（API）からも利用可能です。しかしながら、APIの詳細はこのドキュメントの範囲
外です。 
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1 管理用ウェブインターフェース 
PCoIP管理用ウェブインターフェースは、管理者がインターネットブラウザを使いデバ
イスへ遠隔接続することを可能とします。 

図 1-1 は管理用ウェブインターフェースの 7つの領域が選択された様子の例を示してい
ます。： 

x Log Out: 管理用ウェブインターフェースからログアウトします。 
x PCoIP Processor: PCoIPプロセッサ情報を表示します。 

o TERA1100 Portal PCoIP® Processor 
o TERA1200 Host PCoIP® Processor 

x Home: Homeウェブページへいきます。 
x ドロップダウンメニュー: Configuration、Permissions、Diagnostics、Infoそし
て Uploadの 5つのメニューです。 

x ウェブページ情報: 現在のウェブページのタイトル及び要約を表示します。 
x Data field: 管理者が現在のウェブページから構成できる編集可能及び／または表
示されたパラメータを表示します。（必要性に応じてインラインヘルプを表示） 

x Apply/Cancel: 編集可能な全てのウェブページには、Applyボタン及びCancelボ
タンがあります。  

o Apply を選択すると、フラッシュに編集されたパラメータを保存します。 
o Cancelを選択すると、編集されたパラメータをフラッシュに現在保存さ
れている値にリセットします。 

図 1-1: 管理用ウェブインターフェース 
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図 1-2は、管理用ウェブインターフェースで利用可能な構成ウェブページの概要を表し
ています。 

図 1-2: 管理用ウェブインターフェース概要 

 

1.1 サポートするウェブブラウザ  
ホスト及びポータルのウェブページサーバは、以下のウェブブラウザとのテストが行わ

れ互換であることが確認されています。： 

x ファイアフォックス 1.5、2.0及び 3.0 
x インターネットエクスプローラ 6.0及び 7.0 

他のブラウザも互換性がある場合があります。 

お使いになるブラウザに CAルート署名書をインストールすることを強く推奨します。
（セクション 1.3.1参照) 

注意: ファイアフォックス 3.0では CAルート証明書のインストールが必要です。 

1.2 管理用ウェブインターフェース IPアドレス 
管理用ウェブインターフェースへアクセスするには、ホストまたはポータルの IPアドレ
スへブラウズしなければなりません。使われる IPアドレスは、お使いの IPネットワー
クにより決定されます。： 

x スタティック IPアドレス：IPアドレスは固定で既知でなければなりません。 
x ダイナミック IPアドレス：IPアドレスはダイナミックホストコンフィグレーシ
ョンプロトコル(DHCP)サーバにより動的に割り当てられ、DHCPサーバから取
得できます。 
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管理者が IPアドレスを決定したら、例えば https://192.168.1.123 とブラウザへ入
力し管理用ウェブインターフェースへアクセスします。 

1.3 ウェブインターフェースセキュリティ 
ウェブインターフェースはSSLソケット（HTTPS）上でHTTPを使い、管理者パスワ
ード無しではアクセスできません。HTTPS接続は、Teradiciの自己署名証明により安全
が確保されます。 

1.3.1 CAルート証明のインストール 
管理者は、インターネットブラウザのセキュリティ警告を避けるためにCertificate 
Authorities (CA)ルート証明をインストールできます。インターネットエクスプローラ 7
及びファイアフォックスに、証明書をインストールする手順を次に詳しく説明しま

す。： 

インターネットエクスプローラ 7 

1. Tools メニューを開き、Internet Optionsを選びます。 

2. Contentタブで Certificates を選びます。 

3. Trusted Root Certification Authoritiesタブでインポートを選びます。 

4. 証明書をインポートする手順に従います。Trusted Root Certification Authorities証明
書ストアを使う事を確認してください。 

注意：証明書によりブラウズする際、ファイルタイプを all filesに変更する必要がある
場合があります。 

ファイアフォックス 

1. Toolsメニューを開きOptionsを選びます。 

2. ウインドウのトップで Advancedと書かれたアイコンを選びます。 

3. EncryptionタブでView Certificatesを選びます。 

4. Authoritiesタブで Importを選びます。 

5. 証明書をインポートする手順に従います。Trust this CA to identify web sitesと書かれ
たオプションがチェックされている事を確認してください。 
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1.4 ログイン 
Log Inページにより、管理用ウェブページへの安全なログインが可能です。 

図 1-3: Log Inウェブページ 

 

1.4.1 警告 
Warningは管理用セッションが既に実行中の場合に、管理者がログインしているデバイ
スに関する適切な情報を表示します。デバイス 1つに対して１人の管理者が許可されま
す。セッションへのログインは、実行中の他のあらゆる管理用セッションを中断します。 

1.4.2 パスワード 
Passwordフィールドには、管理用ウェブページへのアクセスを取得するためのパスワ
ードの入力が可能です。デフォルト値は空白「 」です。 

パスワード変更の情報については、セクション 1.6.13を参照してください。 

1.4.3 アイドルタイムアウト 
Idle Timeoutフィールドでは、管理用アイドルタイムアウトを設定します。設定可能な
オプションは： 

x 1分 
x 5分 
x 15分 
x 30分 
x 無限 
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1.5 Home/Initial Setupウェブページ 
管理者がログインすると、Homeウェブページが表示されます。Home ウェブページは
ステータスの概要を提供します。 

ファームウエアデフォルトページが設定されていると、管理者が始めてログインした場

合に Initial Setupページが使われます。その後は、ファームウエアパラメータがリセッ
トされない限り Homeが表示されます。（セクション 1.6.14 Reset Parameters参照) 

1.5.1 Home 
Homeウェブページはホストまたはポータルの要約を提供します。このページは、メニ
ューバーの左上にある Homeリンクから何時でもアクセスする事ができます。 

図 1-4: Homeページ 

 

表 1-1はHomeウェブページで表示される情報フィールドを要約しています。 
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表 1-1: Homeウェブページパラメータ 

パラメータ コメント 

Time since boot  PCoIPプロセッサが動作し始めてからの経過時間(セク
ション 1.8.7参照) 

Connection State 考えられる状態：Disconnected、Connection Pending、
Connected（セクション 1.8.3参照) 

送信パケット（セクション 1.8.3参照) 

受信パケット（セクション 1.8.3参照) 

Packet Statistics 

失われたパケット（セクション 1.8.3参照) 

送信バイト（セクション 1.8.3参照) Byte Statistics 

受信バイト 

Round Trip Latency ネットワーク往復のおおよその遅延。例えばポータルか

らホスト、そしてポータルへ戻る（セクション 1.8.3参
照) 

Active bandwidth Limitは PCoIPプロセッサが生成する
バンド幅です。（セクション 1.8.3参照) 

Bandwidth Stats: 

Bandwidth Utilizationは、現在使用中のおよそのバンド
幅です。（セクション 1.8.3参照) 

Display Frame Rates PCoIPを通じたビデオコンテンツ用のDisplay Rateで
す。例えば何も変化が無ければ、フレームレートは 0 
fpsです。（セクション 1.8.3参照) 

このフィールドは、ホスト上に限り利用できます。ポー

タル上では表示されません。 

1.5.2 Initial Setup 
Initial Setup ウェブページには、ホスト及びポータルデバイスを使う場合に管理者が初め
に設定すべきパラメータがあります。詳細はセクション 1.6.1 Initial Setupを参照してく
ださい。 

1.6 Configurationメニュー 
Configurationメニューは、デバイスがそれらの環境でどのように動作、作用するかを定
義するページへのリンクを含みます。Configurationメニューにあるウェブページは： 

x  
x Network 
x Connection Management 
x Discovery 
x Session 
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x Bandwidth 
x RDP 
x Language 
x OSD 
x Image 
x Monitor Emulation 
x Time 
x Password 
x Reset Parameters 

図 1-5: Configurationメニューナビゲーション 

 

1.6.1 Initial Setup 
Initial Setupウェブページは、ホスト及びポータルデバイスを使う場合に管理者が初めに
設定すべき構成パラメータを含みます。ウェブページは、製品開封後の初めのユーザが

１対１のPCoIPセッションを作る時間を節約します。ホスト検出やコネクションマネー
ジメントを使うような複雑な環境には、さらに設定が必要です。 

ホスト及びポータルの Initial Setupウェブページは同一ではなく、ホストまたはポータ
ルのそれぞれに適したパラメータを提供します。 
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図 1-6: Initial Setupホストウェブページ 
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図 1-7: Initial Setupポータルウェブページ 

 

1.6.1.1 Step 1: Audio 
Step 1: Audioにより管理者はオーディオパラメータを構成する事ができます。表 1-2は
適切なパラメータの要約です。 



 PC-over-IP Administrative Interface User Manual 

TER0606004 Issue 5  22 

表 1-2: Step 1: Audioパラメータ 

パラメータ コメント 

Enable HD Audio  ホストまたはポータル上のオーディオサポートをイ

ネーブルします。（セクション 1.7.2参照) 

Enable Microsoft® Windows 
Vista® 64-bit Mode 

ホスト上で 64ビットモードをイネーブルします。
（セクション 1.7.2参照)このモードは、Vista-64に
限り使うことができます。 

このオプションは、ホスト上でのみ利用できます。
ポータル上では表示されません。 

注意：Linuxまたは Windows XP (32ビットまたは
64ビット)では、64ビットモードをイネーブルする
必要はありません。セクション 1.7.2参照 

1.6.1.2 Step 2: Network  
Step 2: Networkにより管理者はネットワークパラメータを構成する事ができます。表
1-3は適切なパラメータの要約です。 

表 1-3: Step 2: Networkパラメータ 

パラメータ コメント 

Enable DHCP  DHCPまたはマニュアル設定をイネーブルします。セク
ション 1.6.2参照) 

IP Address デバイスの IPアドレス（セクション 1.6.2参照) 

Subnet Mask デバイスのサブネットマスク（セクション 1.6.2参照） 

Gateway デバイスのゲートウエイ IPアドレス（セクション 1.6.2
参照) 

Primary DNS Server デバイスのプライマリ DNS IPアドレス（セクション
1.6.2参照) 

Secondary DNS Server デバイスのセカンダリ DNS IPアドレス（セクション
1.6.2参照) 

1.6.1.3 Step 3: Session 
Step 3: Sessionにより管理者は、セッションパラメータを設定する事ができます。表
1-4は適切なパラメータの要約で、表 1-5はポータルパラメータを表しています。 
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表 1-4: Step 3: Host Sessionパラメータ 

パラメータ コメント 

Accept Any Portal  PCoIPセッション用に、あらゆるポータルの受け入れをホス
トに許可します。（セクション 1.6.5参照) 

Portal MAC Address PCoIP セッション用にポータルMACアドレスを指定するこ
とを管理者に許可します。（セクション 1.6.5参照) 

表 1-5: Step 3: Portal Sessionパラメータ 

パラメータ コメント 

Session Type PCoIPまたは RDPセッションを指定します。 （セクション
1.6.5参照) 

Identify Host by ホスト識別手段を指定します。（セクション 1.6.5参照) 

Host IP Address ホスト IPアドレスを指定します。（セクション 1.6.5参照) 

Host MAC Address ホストMACアドレスを指定します。（セクション 1.6.5参
照) 

注意：ポータル上でホスト検出またはコネクションマネージメントがデフォルトで構成

されている場合、ポータルセッションパラメータを変更することは出来ません。Step 3: 
Sessionパラメータではなく、初期設定ポータルウェブページ上にメッセージが表示さ
れます。 

1.6.1.4 Step 4: Apply Changes 
Step 4: Apply Changesは上記のステップで作成されたパラメータ更新を、適用すること
を管理者に許可します。パラメータは、Apply が選択されるまで更新されません。 

1.6.2 Network 
Networkウェブページは、ポータル及びホストネットワークパラメータの設定を管理者
に許可します。 

注意：ポータル NetworkパラメータはポータルOSDを使い構成することも出来ます。
セクション 2.3.2 Network参照。 
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図 1-8: Network構成ウェブページ 

 

1.6.2.1 Enable DHCP 
Enable DHCPオプションがイネーブルされている場合、IPアドレス、サブネットマス
ク、ゲートウエイ IPアドレスそして DNSサーバの割り当てのために、デバイスは
DHCPサーバへ接続します。このオプションがディセーブルされている場合、これらの
パラメータはマニュアルで設定されなければなりません。 

1.6.2.2 IP Address 
IP Addressは、デバイスの IPアドレスです。DHCPがディセーブルの場合、このフィー
ルドが必要です。DHCPがイネーブルの場合、このフィールドは変更不可能です。この
フィールドは有効な IPアドレスでなければなりません。無効な IPアドレスが入力され
ると、ウェブインターフェースは管理者に訂正を促します。 

1.6.2.3 Subnet Mask 
Subnet Maskは、デバイスのサブネットマスクです。DHCPがディセーブルの場合、こ
のフィールドが必要です。DHCPがイネーブルの場合、このフィールドは変更不可能で
す。このフィールドは有効な IPアドレスでなければなりません。無効な IPアドレスが
入力されると、ウェブインターフェースは管理者に訂正を促します。 

警告：ホストへの到達を不可能とするような、不正な IPアドレス／サブネットマスクの
組み合わせ（不正なマスク）を設定することは不可能ではありません。サブネットマス

クの設定には細心の注意が必要です。  

1.6.2.4 Gateway 
Gateway は、デバイスのゲートウエイ IP アドレスです。DHCP がディセーブルの場合、
このフィールドが必要です。DHCPがイネーブルの場合、このフィールドは変更不可能
です。このフィールドは有効な IPアドレスでなければなりません。無効な IPアドレス
が入力されると、ウェブインターフェースは管理者に訂正を促します。 
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1.6.2.5 Primary DNS Server 
Primary DNS Serverは、デバイスのプライマリDNS IPアドレスです。このフィールド
はオプションです。コネクションマネージャを使いDNSサーバ IPアドレスを設定する
と、コネクションマネージャアドレスは IPアドレスではなく、FQDNとしてセットされ
ます。（セクション 1.6.3.2参照) このフィールドは、有効な IPアドレスでなければなり
ません。無効な IPアドレスが入力されると、ウェブインターフェースは管理者に訂正を
促します。 

1.6.2.6 Secondary DNS Server 
Secondary DNS Serverは、デバイスのセカンダリ DNS IPアドレスです。このフィール
ドはオプションです。コネクションマネージャを使い DNSサーバ IPアドレスを設定す
ると、コネクションマネージャアドレスは IPアドレスではなく、FQDNとしてセットさ
れます。（セクション 1.6.3.2参照) このフィールドは、有効な IPアドレスでなければな
りません。無効な IPアドレスが入力されると、ウェブインターフェースは管理者に訂正
を促します。 

1.6.2.7 Ethernet Mode 
Ethernet Modeフィールドは、ホストまたはポータルのイーサネットモードを設定しま
す。設定可能なオプションは： 

x Auto 
x 10 Mbps Full-Duplex 
x 100 Mbps Full-Duplex 

管理者が 10 Mbps Full Duplexまたは 100 Mbps Full-Duplexを選択し Applyボタンを選
ぶと、次の警告が表示されます。： 

Warning: When Auto-Negotiation is disabled on the PCoIP device, it must also 
be disabled on the switch. Additionally, the PCoIP device and switch must be 
configured to use the same speed and duplex settings. Different settings may 
result in a loss of network connectivity. Are you sure you want to continue? 

パラメータ設定を変更するには、管理者はOKを選択しなければなりません。 

注意：管理者は、Ethernet Modeを常に Auto にセットし、例えばスイッチ等の他のネ
ットワーク機器が 10M Mbps Full-Duplexまたは 100M Mbpsに設定されている際に限り、
10 Mbps Full-Duplexまたは 100 Mbps Full-Duplexに設定します。不適切に設定され
た Ethernet Modeが原因で、ネットワークが Half-Duplexで動作する場合があります。
Half-Duplexは PCoIP でサポートされませんので、セッションは著しく低下し、いずれ
切断されてしまいます。 

1.6.2.8 Maximum MTU Size 
Maximum MTU Sizeオプションにより管理者は、最大伝送単位(MTU) パケットサイズを
設定する事ができます。PCoIP パケットは断片化する事が出来ないので、VPNトンネリ
ングなどの状況下では、より小さなMTUが必要となることがあります。Maximum MTU 
Sizeは、ホスト及びポータル間の両端接続のネットワークパスMTUよりも小さな値に
セットする必要があります。Maximum MTU Sizeの設定範囲は、500から 1500バイト
です。 
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1.6.3 Connection Management 
Connection Managemenウェブページにより、管理者はコネクションマネージャをイネ
ーブルまたはディセーブルする事が出来ます。そして、コネクションマネージャの IPア
ドレスを指定します。 

管理された接続下では、外部コネクションマネージャサーバはデバイスとの通信を行っ

たり、デバイスを遠隔操作し設定することが出来ます。さらにコネクションマネージャ

は、デバイスの接続に最適な相手を見つけ出し接続を開始する事が出来ます。コネクシ

ョンマネージャは、大規模で複雑なシステムの管理を大幅に簡素化することが出来ます。  

注意：ポータルコネクションマネージメントパラメータは、ポータルOSDを使い設定
することも出来ます。セクション 2.3.3 Connection Managementを参照してください。 

図 1-9: Connection Management設定ウェブページ(IPアドレス) 

 

図 1-10: Connection Management 設定ウェブページ(FQDN) 
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1.6.3.1 Enable Connection Management 
Enable Connection Managementオプションがイネーブルであると、デバイスは外部コ
ネクションマネージャにより設定及び制御することが可能です。 

1.6.3.2 Identify Connection Manager By 
Identify Connection Manager Byセレクタにより管理者は、コネクションマネージャが
IPアドレスまたは Fully Qualified Domain Name (FQDN)により認識されるかを選択する
事が出来ます。コネクションマネージャがディセーブルのときは、このフィールドは編

集不可能なので必要ありません。 

Table 1-6は、それぞれの方法が選択された時に利用可能な設定パラメータを表示してい
ます。無効な IPアドレスや DNSネームが入力されると、ウェブインターフェースは管
理者に訂正を促します。 

Table 1-6: コネクションマネージャの方法 

方法 データフィールド 図 

IPアドレス Connection Manager IPアドレス 図 1-9参照 

FQDN Connection Manager DNSネーム 図 1-10参照 

1.6.3.3 Enable Event Log Notification  
Event Log Notificationフィールドは、PCoIP ホスト及びポータルデバイスが、それらの
イベントログの内容をコネクションマネージャサーバへ送るかどうかを制御します。 

1.6.3.4 Enable Diagnostic Log 
Enable Diagnostic Logフィールドは、PCoIP ホスト及びポータルデバイスのイベントロ
グに特定のデバッグメッセージを書き込むかどうかを制御します。 

1.6.4 Discovery 
Discovery設定ウェブページにより、PCoIP システムにおいてポータル及びホストの検
出を容易にする機能が利用できます。 

注意：ポータル検出パラメータはポータルOSDを使い設定することも出来ます。セク
ション 2.3.4 Discoveryを参照してください。 

図 1-11: Discovery設定ウェブページ 
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1.6.4.1 SLP Discovery 

Enable SLP Discovery 

Enable SLP Discoveryオプションがイネーブルされていると、ネットワークにおけるそ
れらの位置情報を事前に知らずとも、SLPマネージメントによりホスト及びポータルを
動的に検出することが出来ます。 

検出メカニズムを使うことで、複雑なシステムのメンテナンス及び設定の手間を大幅に

削減する事ができます。この検出メカニズムは、DNS SRV検出とは無関係です。 

Enable Host Discovery 

Enable Host Discovery機能により、ポータルは PCoIPセッションに存在しないホスト
を検出することが出来ます。 

これがイネーブルされていると、ポータルは検出された順番に 10までの利用可能ホスト
を表示する事が出来ます。Enable Host Discovery機能は少数のホストと共に使われる事
が考えられます。 

このオプションはポータルでのみ利用可能です。ホストでは、この機能はディセーブル

されており編集不可能です。  

1.6.4.2 DNS SRV Discovery 

Enable DNS SRV 

Enable DNS SRV オプションがイネーブルされていると、ネットワークにおけるそれら
の位置情報を事前に知らずとも、DNS SRVリソースレコードにより動的にホスト及び
ポータルを検出する事が出来ます。 

検出メカニズムを使うことで、複雑なシステムのメンテナンス及び設定の手間を大幅に

削減する事ができます。この検出メカニズムは、SLP検出とは無関係です。 

DNS SRV Discovery Delay 

DNS SRV Discovery Delayには、DNS SRV Discovery間の遅延時間を秒単位で設定しま
す。DNS SRV Discoveryは、デバイスがコネクションマネージメントサーバとの接続に
成功するまで定期的に続けられます。 

1.6.5 Session 
Sessionウェブページにより管理者は、デバイスとの接続または相手デバイスからの接
続をどのように行うかを設定できます。 

注意：ポータルセッションパラメータはポータルOSDを使い設定する事も可能です。
セクション 2.3.5 Sessionを参照してください。 
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図 1-12: Session設定ウェブページ 

 

図 1-13: Session設定ウェブページ(RDP) 

 

1.6.5.1 Accept Any Peer 
Accept Any Peerオプションがイネーブルされていると、ホストはあらゆるポータルか
らの接続を受け入れます。このオプションがディセーブルのときは、管理者は相手の

MACアドレスを指定しなければなりません。 

このオプションはホストでのみ利用可能です。ポータルでは、この機能はディセーブル

されており編集不可能です。 
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1.6.5.2 Session Type 

管理者はPCoIPセッションまたは RDPセッションを選択できます。 

ポータルRDPクライアントの情報については、セクション 6 付録 C: ポータル RDP互
換性を参照してください。 

このオプションはポータルでのみ利用可能です。ホストではこの機能はディセーブルさ

れており、編集不可能です。 

1.6.5.3 Identify Peer By 
Identify Peer Byセレクタにより管理者は、相手側デバイスが IP及びMACアドレスまた
は Fully Qualified Domain Name (FQDN)により識別されるかを選ぶ事が出来ます。
Accept Any Peerがイネーブルの場合、これらのフィールドは必要がなく編集不可能で
す。 

表 1-7は、それぞれの方法において利用可能な Peer識別子を表示しています。無効な
IPアドレスまたは DNSネームが入力されると、ウェブインターフェースは管理者に訂
正を促します。 

表 1-7: Peer識別子の方法 

Peer識別子 
方法 

データフィールド コメント 図 

Peer IPアドレス(ポータ
ルのみ) 

PCoIPまたはポータ
ル RDPクライアン
ト 

Peer IP/MAC 

Peer MACアドレス PCoIP 

図 1-12参照 

Peer FQDN Peer DNSネーム ポータルRDPクラ
イアントとのみ使用 

図 1-13参照 

1.6.5.4 Enable Auto-Reconnect 
Enable Auto-Reconnectオプションによりポータルは、セッションが失われた際に最後
に接続していたホストに自動的に再接続する事が出来ます。 

このオプションはポータルでのみ利用可能です。ホストではこの機能はディセーブルさ

れており、編集不可能です。 

1.6.5.5 Session Timeout 
Session Timeoutは接続のタイムアウトを設定します。PCoIPプロセッサがタイムアウ
ト期間内にネットワークを検出しないと、PCoIP プロセッサはセッションを切断します。 

1.6.6 Bandwidth 
Bandwidth ウェブページによりデバイスバンド幅は PCoIP セッション用に制限されます。 

注意：ポータルバンド幅はポータルOSDを使い設定することも出来ます。セクション 
2.3.6 Bandwidthを参照してください。 
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図 1-14: Bandwidth設定ウェブページ 

 

1.6.6.1 Device Bandwidth Limit 

Device Bandwidth Limitパラメータは、PCoIPシステムの最大バンド幅ピークを定義し
ます。ホスト側のバンド幅設定は、ホストからポータルのバンド幅を定義します。（例

えばグラフィックデータ）そしてポータル側のバンド幅設定は、ポータルからホストの

バンド幅を定義します。（例えば USBデータ）使用可能なバンド幅の範囲は、3から
220 Mbpsです。 

PCoIPプロセッサは、必要なバンド幅を Device Bandwidth Limit の最大値まで使い続け
ます。PCoIPプロセッサはネットワークの混雑状況に応じて動的にバンド幅を調整しま
す。 

Device Bandwidth Limitを 0にすると、ネットワークの混雑状況に応じてバンド幅を調
整するように PCoIPプロセッサを設定します。混雑が無い状態では、バンド幅の制限は
ありません。つまりプロセッサは利用可能な最大レートを使います。 

Device Bandwidth Limitは、ポータル及びホストが接続されているネットワークの限界
にセットすることを推奨します。 

Device Bandwidth Limitの設定例については、セクション 4.3 バンド幅とイメージ設定例
を参照してください。 

注意：Device Bandwidth Limitは、管理者が Applyを選択すると即座に適用されます。 

1.6.6.2 Device Bandwidth Target 
Device Bandwidth Targetパラメータは、混雑期間（パケット損失）のネットワークバン
ド幅のソフト限界を定義します。ネットワークが混雑すると、デバイスバンド幅はター

ゲット値までは急激に、それ以下では緩やかに削減されます。これにより、混雑したネ

ットワークリンクを共有するユーザ間で、より平等にバンド幅を提供できます。管理者

は、この値をゼロ以外の値にセットする前に、ネットワークトポロジに関して十分な理

解が必要です。  

注意：Device Bandwidth Targetは、Apply選択後に新たな PCoIPセッションが開始さ
れた時に適用されます。 
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1.6.7 RDP 
RDPウェブページにより、管理者は Remote Desktop Protocol (RDP)に特化したデバイ
ス設定を構成する事が出来ます。 

ポータルRDPクライアントの情報については、セクション 6 付録 C: ポータル RDP互
換性を参照してください。 

このオプションはポータルでのみ利用可能です。ホストではこの機能はディセーブルさ

れており、編集不可能です。 

注意：ポータル RDPパラメータは、ポータルOSDを使い設定することも出来ます。 セ
クション 2.3.7 RDPを参照してください。 

図 1-15: RDP設定ウェブページ 

 

1.6.7.1 Resolution 
Resolutionは、RDPスクリーン解像度設定です。設定可能な値は： 

x 800x600 
x 1024x768 
x 1280x768 
x 1280x1024 
x 1440x900 
x 1600x1200 
x 1680x1050 
x 1920x1200 

1.6.7.2 Bit Depth  
Bit Depthは、RDPセッションカラービットの深さです。 設定可能な値は： 

x 8 bpp (ピクセル毎のビット数) 
x 16 bpp 
x 24 bpp 
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1.6.7.3 Terminal Server Port 
Terminal Server Portは、RDPクライアントが接続するポート番号をセットします。 

1.6.7.4 Audio Mode 
Audio Modeフィールドは、RDPセッションにおいてオーディオ再生を行う場所を設定
します。設定可能なオプションは： 

x Do not play（再生しない） 
x Play on client（クライアント上で再生） 
x Play on host（ホスト上で再生） 

1.6.7.5 Enable Wallpaper 
Enable Wallpapeフィールドは、RDPセッションでの壁紙の使用をイネーブルします。 

1.6.7.6 Enable Themes 
Enable Themesフィールドは、RDPセッションでのテーマの使用をイネーブルします。 

1.6.8 Language 
Languageウェブページにより管理者は、ユーザインターフェースの言語を変更する事
が出来ます。これは、ローカルOSD GUIに影響する点に注意してください。 

このオプションはポータルでのみ利用可能です。ホストではこの機能はディセーブルさ

れており、編集不可能です。 

注意：ポータル言語パラメータはポータルOSDを使い設定することも出来ます。セク
ション 2.3.8 Languageを参照してください。 

図 1-16: Language設定ウェブページ 

 

1.6.8.1 Language 

Language フィールドにより管理者は、OSDの言語を設定する事が出来ます。 

サポートする言語については、セクション 5 付録 B: ポータル言語及びキーボードサポ
ートを参照してください。 
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1.6.8.2 Keyboard Layout 

Keyboard Layoutフィールドにより管理者は、キーボードレイアウトを変更する事が出
来ます。  

サポートするキーボードレイアウトについては、セクション 5 付録 B: ポータル言語及
びキーボードサポートの表 5-2を参照してください。 

1.6.9 OSD 
OSDウェブページにより管理者は、オンスクリーンディスプレイ(OSD)パラメータを変
更する事が出来ます。 

このオプションはポータルでのみ利用可能です。ホストではこの機能はディセーブルさ

れており、編集不可能です。 

注意：ポータルOSDパラメータは、ポータルOSDを使い設定することも出来ます。セ
クション 2.3.9 OSDを参照してください。 

図 1-17: OSD設定ウェブページ 

 

1.6.9.1 Screen-Saver Message 

Screen-Saver Messageフィールドにより管理者は、OSDスクリーンセーバテキストを
変更する事が出来ます。240文字までのテキストが利用できます。 

スクリーンセーバは、黒のスクリーンに文字がランダムに動き回る簡単なものです。 

1.6.9.2 Screen-Saver Timeout 
Screen-Saver Timeoutフィールドにより管理者は、スクリーンセーバタイムアウトを設
定する事が出来ます。タイムアウトは、秒単位で 9999秒まで設定できます。0をセット
すると、スクリーンセーバをディセーブルします。 

1.6.10 Image 
Imageウェブページにより管理者は、PCoIPセッションのイメージ（グラフィック）ク
オリティを調整する事が出来ます。 
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このオプションはポータルでのみ利用可能です。ホストではこの機能はディセーブルさ

れており、編集不可能です。 

図 1-18: Image設定ウェブページ 

 

1.6.10.1 Minimum Image Quality 

Minimum Image Qualityスライダにより管理者は、ネットワークバンド幅が限られてい
る場合に、イメージクオリティとフレームレートの間で妥協点を見出します。実使用例

によっては、高いフレームレートで低いイメージクオリティを必要とするケースがあり

ますし、他のケースでは低いフレームレートで高いイメージクオリティが好まれる場合

があります。 

ネットワークバンド幅が制約された環境では、スライダを Reducedに向かい動かすと高
いフレームレートへ、スライダを Perception-Freeに向かい動かせば高いイメージクオ
リティとなります。ネットワークバンド幅に制約が無い環境では、PCoIPシステムは
Minimum Image Quality の設定にかかわらず視覚的に影響の無いクオリティを保ちます。 

注意：Minimum Image Qualityは、Maximum Initial Image Quality以下または等しくなけ
ればなりません。 

注意：Minimum Image Qualityは、ポータルOSDを使い設定することも出来ます。セ
クション 2.6.3 Imageを参照してください。 

Minimum Image Qualityの設定例については、セクション 4.3 バンド幅とイメージ設定
例を参照してください。 

1.6.10.2 Maximum Initial Image Quality 
Maximum Initial Image Qualityスライダにより、スクリーン内容の変化に伴うネットワ
ークバンド幅ピークを削減することが出来ます。この設定は、スクリーン変化の最初の

ビデオフレームの初期クオリティを制限します。イメージ中の変化しない領域は、この

設定にかかわらず損失無しの状態で作られます。 

注意：Maximum Initial Image Qualityは、Minimum Image Quality以上または等しくなけ
ればなりません。 

注意：Maximum Initial Image Qualityは管理者専用のパラメータなので、ポータルOSD
上に対応するパラメータがありません。 



 PC-over-IP Administrative Interface User Manual 

TER0606004 Issue 5  36 

1.6.11 Monitor Emulation 
Monitor Emulationウェブページは、モニタエミュレーション機能をイネーブル及びディ
セーブルします。 

このオプションはホストでのみ利用可能です。ポータルでは、この機能はディセーブル

されており編集不可能です。 

図 1-19: Monitor Emulation設定ウェブページ 

 

1.6.11.1 Enable Monitor Emulation 

Enable Monitor Emulationがディセーブルされている場合、PCoIPセッションではホス
トはディスプレイデータチャネル(DDC)に限り応答します。Enable Monitor Emulationが
イネーブルの場合、PCoIPセッションにあるか否かにかかわらずホストは、DDC問い合
わせ用のエミュレートされたデータを使います。 

モニタポート、DV1及びDV2用に、独立した Enable Monitor Emulationフィールドが利
用可能です。 

1.6.12 Time 
Timeウェブページは、ネットワークタイムプロトコル(NTP)設定を構成する事で、ポー
タル及びホストのイベントログ(セクション 1.8.1 Event Log参照)にNTP時間を基準と
するタイムスタンプを含むように設定出来ます。 
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図 1-20: Time設定ウェブページ 

 

1.6.12.1 Current Time 
Current timeフィールドは、NTPを基準とした時間を表示します。 

1.6.12.2 Enable NTP 
Enable NTPフィールドにより管理者は、NTP機能をイネーブル及びディセーブルする
事が出来ます。 

1.6.12.3 Identify NTP Host By 
Identify NTP Host byセレクタにより管理者は、NTPホストが IPアドレスまたは Fully 
Qualified Domain Name (FQDN)により識別されるかを選択します。NTPがディセーブ
ルされていると。このフィールドは必要が無いので、編集するは出来ません。  

表 1-8は、どちらかの方法が選ばれた時に利用可能な設定パラメータを表示します。無
効な IPアドレスまたはDNSネームが入力されると、ウェブインターフェースは管理者
に訂正を促します。 

表 1-8: NTPホスト方法 

方法 データフィールド 

IPアドレス NTPホスト IPアドレス 

FQDN NTPホスト DNSネーム 

1.6.12.4 NTP Host Port 
NTP Host Portフィールドは NTPポート番号を設定します。 

1.6.12.5 NTP Query Interval 
NTP Query Intervalフィールドにより管理者は、問い合わせの間隔を設定する事が出来
ます。最初のフィールドは間隔周期を、2番目のフィールドは時間の単位をMinute(s)、 
Hour(s)、Day(s) そしてWeek(s)で示します。 
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1.6.12.6 Time Zone 
Time Zoneフィールドは、ローカルタイムゾーンを設定します。 

1.6.12.7 Enable Daylight Savings Time 

Enable Daylight Savings Timeフィールドにより管理者は、夏時間(daylight savings time)
の自動調整をイネーブル及びディセーブルする事が出来ます。 

1.6.13 Password 
Passwordウェブページにより管理者は、デバイスのためのローカル管理用パスワード
を更新する事が出来ます。これはウェブインターフェース及びローカルGUIに影響する
ことに注意してください。 

パスワードは、最大 20文字まです。 

注意：パスワードを紛失するとポータルが使用不可能になるので、ポータルパスワード

を更新する際は十分に注意してください。 

注意：ポータルパスワードは、ポータルOSDを使い更新する事も出来ます。セクショ
ン 2.7 Passwordを参照してください。 

図 1-21: Password設定ウェブページ 

 

1.6.13.1 Old Password 
パスワードを更新するには、Old Passwordフィールドは、現在の管理用パスワードと一
致しなければなりません。 

1.6.13.2 New Password 
New Passwordフィールドは、ウェブインターフェース及びローカルOSD GUIの両方に
適用する新たな管理用パスワードです。 

注意：ホスト及びポータルのパスワードは、個別に変更されます。 

1.6.13.3 Confirm New Password 
パスワードを更新するには、Confirm New Passwordフィールドは、New Passwordフィ
ールドと一致しなければなりません。 
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1.6.14 Reset Parameters 
Resetウェブページにより管理者は、フラッシュに保存された全ての設定パラメータを
リセットする事が出来ます。 

注意：ポータルリセットパラメータは、ポータルOSDを使い行うことも出来ます。セ
クション 2.3.10 Resetを参照してください。 

図 1-22: Resetパラメータウェブページ 

 

1.6.14.1 Reset Parameters 
Reset Parameters ボタンは、全ての設定及び承認を工場出荷時の状態にリセットします。
このボタンを選ぶと、不注意によるリセットを避けるためにウェブインターフェースは

管理者に確認を促します。 

1.7 Permissionsメニュー 
Permissionsメニューは、ユーザに提供する機能の範囲を定義するページへのリンクを
含みます。Permissionsメニューにあるウェブページは： 

x USB  
x Audio 
x Power 

図 1-23: Permissionsメニューナビゲーション 

 

1.7.1 USB 
USBウェブページにより管理者は、承認される及び承認されないUSBデバイスを指定
する事が出来ます。USBウェブページは、Authorized Devices (ホワイトリスト)及び
Unauthorized Devices (ブラックリスト)の 2つのセクションに分かれています。エント
リは IDまたはクラスにより、承認または非承認デバイス（またはデバイスのグループ）
を定義します。ワイルドカードを使うことで（または「any」を指定して）、承認され
る又は承認されない全デバイスの定義に必要なエントリ数を減らす事が出来ます。USB
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設定の詳細については、付録 A: 使用例のセクション 4.4 USB承認の例を参照してくだ
さい。 

このオプションはポータルでのみ利用可能です。ホストではこの機能はディセーブルさ

れており、編集不可能です。 

図 1-24: USB承認ウェブページ 

 

1.7.1.1 Authorized Devices 

Authorized Devicesセクションにより管理者は、ポータルにたいして承認される USBデ
バイスを指定する事が出来ます。2つのボタンにより「ホワイトリスト」のカスタマイ
ズができます。Add newボタンにより新たなデバイスまたはデバイスグループをリスト
に追加できます。また Removeボタンにより、デバイスまたはデバイスグループを削除
する事が出来ます。 

Add newボタンを選択する事で、IDまたはClassによる USBの承認ができます。IDが
選ばれると、このエントリはVendor ID及び Product IDによりUSBデバイスの承認を
行います。Classが選ばれると、Device Class、Sub Class及びProtocolによりUSBデ
バイスを承認します。 

注意：USB承認は、次の優先順位で適用されます。 

1. 非承認 Vendor ID/Product ID (最高優先度) 

2. 承認 Vendor ID/Product ID 

3. 非承認 Device Class/Sub Class/Protocol 

4. 承認 Device Class/Sub Class/Protocol (最低優先度) 

表 1-9はUSB承認エントリタイプ及び関連データフィールドを要約したものです。 

表 1-9: USBデバイス承認エントリタイプ 

エントリ 
タイプ 

必要な  

フィールド 
16進による値 コメント 

VID 0-FFFF   ID 

PID 0-FFFF  



 PC-over-IP Administrative Interface User Manual 

TER0606004 Issue 5  41 

Device 
Class 

0-FF; アスタリスク
「＊」は全てのデバイ

スクラスを意味しま

す。  

ドロップダウンメニューは、既

知のデバイスクラスを、人が認

識できるように変換します。 

Sub Class 0-FF; アスタリスク
「＊」は全てのデバイ

スサブクラスを意味し

ます。 

ドロップダウンメニューは、既

知のデバイスサブクラスを、人

が認識できるように変換しま

す。 

Class 

Protocol 0-FF; アスタリスク
「＊」は全ての承認さ

れたプロトコルを意味

します。 

ドロップダウンメニューは、既

知のプロトコルを、人が認識で

きるように変換します。 

1.7.1.2 Unauthorized Devices 

Unauthorized Devicesセクションにより管理者は、ポータルにたいして承認されない
USBデバイスを指定する事が出来ます。2つのボタンにより「ブラックリスト」のカス
タマイズができます。Add newボタンにより新たなデバイスまたはデバイスグループを
リストに追加できます。またRemoveボタンにより、デバイスまたはデバイスグループ
を削除する事が出来ます。 

Add newボタンを選択する事で、IDまたはClassにより USBを非承認する事ができま
す。IDが選ばれると、このエントリは Vendor ID及び Product IDにより USBデバイス
の非承認を行います。Classが選ばれると、Device Class、Sub Class及び Protocolによ
り USBデバイスを非承認します。 

注意：USB非承認は、次の優先順位で適用されます。 

1. 非承認 Vendor ID/Product ID (最高優先度) 

2. 承認 Vendor ID/Product ID 

3. 非承認 Device Class/Sub Class/Protocol 

4. 承認 Device Class/Sub Class/Protocol (最低優先度) 

表 1-9は、USB非承認エントリタイプ及び関連データフィールドを要約したものです。 

表 1-10: USBデバイス非承認エントリタイプ 

エントリ 
タイプ 

必要な フ

ィールド 
16進による値 コメント 

VID 0-FFFF  ID 

PID 0-FFFF  

Class Device 
Class 

0-FF; アスタリスク
「＊」は全てのデバイ

スクラスを意味しま

す。 

ドロップダウンメニューは、既知

のデバイスクラスを、人が認識で

きるように変換します。 
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Sub Class 0-FF; アスタリスク
「＊」は全てのデバイ

スサブクラスを意味し

ます。 

ドロップダウンメニューは、既知

のデバイスサブクラスを、人が認

識できるように変換します。 

Protocol 0-FF; アスタリスク
「＊」は全ての承認さ

れたプロトコルを意味

します。 

ドロップダウンメニューは、既知

のプロトコルを、人が認識できる

ように変換します。 

1.7.2 Audio 
Audioウェブページにより管理者は、デバイスのオーディオ承認の設定をする事が出来
ます。 

図 1-25: Audio承認ウェブページ 

 

1.7.2.1 Enable HD Audio 

Enable HD Audioオプションは、ホストとポータルのオーディオをイネーブル及びディ
セーブルします。オーディオを機能させるには、ホストとポータルの両方でイネーブル

でなければなりません。 

Enable HD Audioオプションがホストでディセーブルされていると、OSがエミュレート
するためのオーディオハードウエアが利用できません。  

1.7.2.2 Enable Audio Compression 
Enable Audio Compressionオプションは、オーディオで使われるバンド幅を削減するた
めにオーディオ圧縮をイネーブル及びディセーブルします。 

1.7.2.3 Enable Microsoft® Windows Vista® 64-bit Mode 
Enable Microsoft® Windows Vista® 64-bit Modeオプションは、4GB以上のRAMを搭載
する 64ビットオペレーティングシステムで、オーディオをイネーブルしたときのメモリ
破壊を避けるための Vista64用の回避策をイネーブルします。 

このオプションはホストでのみ利用可能です。ポータルでは、この機能はディセーブル

されており編集不可能です。 
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注意：このモードはWindows XP64または 32ビットオペレーティングシステムでは使
われません。 

注意：Linuxカーネルは最新の Teradiciオーディオコーデックでコンパイルされている
ので、64ビットモードを Linux64ビットオペレーティングシステム用にイネーブルする
必要はありません。 

1.7.3 Power 
Powerウェブページにより管理者は、ポータルのパワーオフ許可を設定する事が出来ま
す。 

図 1-26: Power承認ウェブページ 

 

1.7.3.1 Portal Power Button 
Portal Power Buttonプルダウンメニューにより、ポータルのパワーボタン機能を設定し
ます。Portal Power Buttonのオプションは： 

x Power-off not permitted 
x Soft Power-off only 
x Hard Power-off only 
x Soft and Hard Power-off 

このオプションはポータルでのみ利用可能です。ホストではこの機能はディセーブルさ

れており、編集不可能です。 

1.8 Diagnosticsメニュー 
Diagnosticsメニューは、トラブルシューティングに役立つランタイム情報及び機能を含
みます。Diagnosticsメニューにあるウェッブページは： 

x Event Log 
x Session Control 
x Session Statistics 
x Host CPU 
x Audio 
x Display 
x PCoIP Processor 
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図 1-27: Diagnosticsメニューナビゲーション 

 

1.8.1 Event Log 
Event Logウェブページにより管理者は、ポータルまたはホストからのイベントログメ
ッセージを表示及びクリアする事が出来ます。 

注意：ポータルイベントログはポータルOSDを使い表示する事も出来ます。セクショ
ン 2.4.1 Event Logを参照してください。 

図 1-28: Event Logウェブページ  

 

1.8.1.1 Event log message 
Event log messagesフィールドにより管理者は、メッセージを表示及びクリアする事が
出来ます。 

View 

Viewボタンを選択すると、デバイスに保存された全てのイベントログメッセージ（タイ
ムスタンプ情報を含む）で新たなブラウザウインドウを開きます。 

Clear 

Clearボタンを選択すると、保存された全てのイベントログメッセージを消去します。 

1.8.1.2 Event log filter mode 
Event log filter modeプルダウンメニューによりイベントログをフィルタする事が出来ま
す。選択可能なオプションは： 

x Verbose（詳細） 
x Terse（簡単） 
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1.8.2 Session Control 
Session Controlウェブページにより、デバイスセッションの制御が可能です。 

図 1-29: Session Controlウェブページ 

 

1.8.2.1 Connection State 
Connection Stateフィールドは、セッションの現在の状態を報告します。選択可能なオ
プションは： 

x Disconnected 
x Connection Pending 
x Connected 

Connection Stateフィールドの下に、Connect及びDisconnectの 2つのボタンがありま
す。 

Connect 

Connection Stateが Disconnectedの場合にこのボタンを選ぶと、ポータルがその相手側
デバイスでPCoIPセッションを開始します。Connection StateがConnection Pending
またはConnectedの場合、このボタンはディセーブルされます。 

このオプションはポータルでのみ利用可能です。ホストではこの機能はディセーブルさ

れており、編集不可能です。 

Disconnect 

Connection Stateが Connectedまたは Connection Pendingの場合にこのボタンを選ぶ
と、デバイスの PCoIPセッションを終了します。Connection Stateが Disconnectedの
場合、このボタンはディセーブルされます。 

1.8.2.2 Peer IP/MAC Address 

Peer IP Address 

Peer IP Addressは、相手側デバイスの IPアドレスです。セッション中でない場合、こ
のフィールドは空白です。 

Peer MAC Address 

Peer MAC Addressは、現在セッション中の相手側MACアドレスです。セッション中で
ない場合、このフィールドは空白です。 
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1.8.3 Session Statistics 
Session Statisticsウェブページにより管理者は、PCoIP に特化した統計を見る事が出来
ます。 

注意：Session Statisticsのサブセットは、ポータルOSDを使い見ることも出来ます。
セクション 2.4.2 Session Statisticsを参照してください。 

図 1-30: Session Statisticsウェブページ 

 

1.8.3.1 Connection State 
Connection Stateフィールドは、PCoIPセッションの現在の状態を表示します。
Connection State値は： 

x Asleep 
x Cancelling 
x Connected 
x Connection Pending 
x Disconnected 
x Waking 

1.8.3.2 PCoIP Packets Statistics  

PCoIP Packets Sent  

PCoIP Packets Sentは、現在のセッションにおける送信されたPCoIPパケットの総数
を表示します。 

PCoIP Packets Received  

PCoIP Packets Receivedは、現在のセッションにおける受信された PCoIPパケットの
総数を表示します。 

PCoIP Packets Lost  

PC0IP Packets Lostは、現在のセッションにおける損失された PCoIPパケットの総数を
表示します。 
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1.8.3.3 Bytes Statistics  

Bytes Sent  

Bytes Sentは、現在のセッションにおいて送信された総バイト数を表示します。 

Bytes Received  

Bytes Receivedは、現在のセッションにおいて受信された総バイト数を表示します。 

1.8.3.4 Round Trip Latency  
Round Trip Latencyフィールドは、PCoIPシステムの総ラウンドトリップ（例えばホス
トからポータル、そしてホストへ戻る）及びネットワーク遅延をミリ秒単位(+/- 1 ms)で
表示します。 

1.8.3.5 Bandwidth Statistics 

Active Bandwidth Limit 

Active Bandwidth Limitは、Tera1x00 プロセッサが現在生成するネットワークトラフィ
ックの最大量を表示します。この値は、設定されたバンド幅(セクション 1.6.6 
Bandwidth参照)及び現在のネットワークの混雑レベルから派生したものです。 

Bandwidth Utilization 

Bandwidth Utilizationは、特定の時間に Tera1x00プロセッサにより生成されるトラフィ
ックの平均値を表示します。 

1.8.3.6 Display Frame Rate 

Display 1 Frame Rate 

Display 1 Frame Rateは、Display 1のフレームレートを表示します。単位は、1秒当た
りのフレーム数(fps)です。 

Display 2 Frame Rate 

Display 2 Frame Rateは、Display 2のフレームレートを表示します。単位は、1秒当た
りのフレーム数(fps)です。 

このオプションはホスト上でのみ利用可能で、ポータル上で表示される 1秒当たりのフ
レーム数は 0 fpsです。 

1.8.4 Host CPU 
Host CPUウェブページにより管理者は、ホスト情報及び状態を表示及び変更すること
が出来ます。 

このオプションはホストでのみ利用可能です。ポータルでは、この機能はディセーブル

されており編集不可能です。 
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図 1-31: Host CPUウェブページ 

 

1.8.4.1 Host Identity 
Host Identityフィールドは、ホストコンピュータ認識文字列を表示します。（データが
利用可能な場合） 

1.8.4.2 Current Power State 
Current Power Stateフィールドは、ホスト電源の現在の状態を表示します。 

1.8.4.3 Change Power State 
Change Power Stateプルダウンメニューにより管理者は、ホスト電源の状態を変更する
事が出来ます。設定可能なオプションは：  

x S5 (Soft Off) 
x S5 (Hard Off) 

注意：この機能と互換性のあるホストハードウエアが必要です。 

このオプションはホストでのみ利用可能です。ポータルでは、この機能はディセーブル

されており編集不可能です。 

1.8.4.4 Reset host CPU  
Reset Host CPUボタンにより、ホストCPUをリセットする事が出来ます。 

注意：リモートリセットをサポートするホストハードウエアが必要です。 

このオプションはホストでのみ利用可能です。ポータルでは、この機能はディセーブル

されており編集不可能です。 

1.8.5 Audio 
Audioウェブページにより管理者は、ポータルからのオーディオテストトーンを生成す
る事が出来ます。 

このオプションはポータルがPCoIP セッション中にない場合に限り利用できます。ホス
ト上では、この機能はディセーブルされており編集不可能です。 
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Figure 1-32: Audio診断ウェブページ 

 

1.8.5.1 Generate an audio test tone (ポータルのみ) 
2つのボタンが利用できます。Startボタンはテストトーンを開始し、Stop ボタンは停止
させます。 

このオプションはポータルでのみ利用可能です。ホストではこの機能はディセーブルさ

れており、編集不可能です。 

1.8.6 Display 
Displayウェブページにより管理者は、ポータルディスプレイ上でテストパターンを表示
する事が出来ます。 

このオプションはポータルがPCoIP セッション中にない場合に限り利用できます。ホス
ト上では、この機能はディセーブルされており編集不可能です。 

図 1-33: Displayウェブページ 

 

1.8.6.1 Test mode 
Test Modeプルダウンメニューにより管理者は、接続されたモニタ上のテストパターン
をイネーブルする事が出来ます。テストパターンオプションは： 

x Video Test Pattern Generator 
x Pseudo Random Bitstream 

このオプションはポータルでのみ利用可能です。ホストではこの機能はディセーブルさ

れており、編集不可能です。 

1.8.6.2 Test resolution 
Test resolutionプルダウンメニューは、テストパターン解像度をセットします。設定可
能なオプションは： 
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x 1024x768 
x 1280x1024 
x 1600x1200 
x 1920x1200 

このオプションはポータルでのみ利用可能です。ホストではこの機能はディセーブルさ

れており、編集不可能です。 

1.8.6.3 Start/Stop 
Startボタンはテストパターンを開始し、Stopボタンは停止させます。 

このオプションはポータルでのみ利用可能です。ホストではこの機能はディセーブルさ

れており、編集不可能です。 

1.8.7 PCoIP Processor 
Reset PCoIP Processor Resetボタンにより管理者は、デバイスプロセッサをリセット
する事が出来ます。 

図 1-34: PCoIP Processorウェブページ 

 

1.8.7.1 Current Time 
Current Timeフィールドは現在の時刻を表示します。この機能は、NTPをイネーブルに
し、セクション 1.6.12 Timeの記述に従って設定する必要があります。  

1.8.7.2 Time Since Boot 
Time Since Bootフィールドによりユーザは、ポータル PCoIPプロセッサが最後に起動
してからの経過時間を見る事が出来ます。 

注意：ポータル経過時間は、ポータルOSDを使って見ることも可能です。セクション 
2.4.3 PCoIP Processorを参照してください。 

1.8.7.3 Reset PCoIP Processor 
Reset PCoIP Processorボタンにより管理者は、PCoIPポータルまたはホストをリセッ
トする事が出来ます。 
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1.9 Infoメニュー 
Infoメニューは、デバイスに関する情報を表示するページへのリンクを持ちます。Info
メニューにあるウェブページは： 

x Version 
x Attached Devices 

図 1-35: Infoメニューナビゲーション 

 

1.9.1 Version 
Versionウェブページにより管理者は、ハードウエア及びファームウエア情報を見る事
が出来ます。 

注意：ポータルバージョン情報はポータルOSDを使って見る事も出来ます。セクショ
ン 2.5 Informationを参照してください。 

図 1-36: Versionウェブページ 

 

1.9.1.1 VPD情報 

Vital Product Data (VPD)は、それぞれのポータルまたはホストを固有に識別するために
工場で用意されます。 

注意：VPD情報は、ポータルOSDを使い見る事も出来ます。セクション 2.5.1.1 VPD
情報を参照してください。  



 PC-over-IP Administrative Interface User Manual 

TER0606004 Issue 5  52 

表 1-11: VPD情報 

MAC Address ポータル/ホストの固有MACアドレス 

Unique Identifier ポータル/ホストの固有識別子 

Serial Number ポータル/ホストの固有シリアル番号 

Firmware Part Number 現在の PCoIPファームウエアのパートナンバ 

Hardware Version ポータル/ホストハードウエアバージョンナンバ 

1.9.1.2 ファームウエア情報 

ファームウエア情報は、現在のPCoIPファームエアの詳細を表します。 

注意：ファームウエア情報は、ポータルOSDを使って見る事も出来ます。セクション 
2.5.1.2 を参照してください。 

表 1-12: ファームウエア情報 

Firmware Version 現在の PCoIPファームウエアのバージョン 

Firmware Build ID 現在の PCoIPファームウエアのリビジョンコード 

Firmware Build Date 現在の PCoIPファームウエアのビルド日付 

1.9.1.3 PCoIPプロセッサリビジョン 
PCoIP Processor Revisionコードは、PCoIPプロセッサのシリコンのリビジョンです。 
シリコンのリビジョン Bは 1.0で表されます。 

注意：PCoIPプロセッサリビジョンは、ポータルOSDを使って見る事も出来ます。セ
クション 2.5.1.3 PCoIPプロセッサリビジョンを参照してください。 

1.9.1.4 ブートローダ情報 

ブートローダ情報は、現在のPCoIPブートローダの詳細を表しています。 

表 1-13: ブートローダ情報 

Bootloader Version 現在の PCoIPブートローダのバージョン 

Bootloader Build ID 現在の PCoIPブートローダのリビジョンコード 

Bootloader Build Date 現在の PCoIPブートローダのビルド日付 

1.9.2 Attached Devices 
Attached Devicesウェブページは、ポータルに接続中のモニタ及びUSBハードウエアの
タイプ及び状態を表示します。 
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図 1-37: Attached Devicesウェブページ 

 

1.9.2.1 Monitors 
Monitorsセクションは、Name、Serial Number、Vendor Identification (VID)、Product 
Identification (PID)、Dateそして各ポートに接続されたモニタの Statusを報告します。
最初のラインはモニタ１の情報を、2番目のラインはモニタ 2の情報をそれぞれ提供し
ます。 

このオプションはポータルでのみ利用可能で、PCoIPセッション中のホストでも利用可
能です。 

1.9.2.2 USB Devices 
USB Devicesセクションは、Name、Serial Number、Vendor Identification (VID)、
Product Identification (PID)、Device Class、Sub Class、Protocoそして各ポートに接続
されたUSBデバイスの Statusを報告します。最初のラインは最初の USBポートを、2
番目のラインは 2番目のポートその他の情報を提供します。 

表 1-14は、USB Devices用の考えられるStatus デスクリプタを要約したものです。 

表 1-14: USBデバイスステータス  

ステータス 説明 

Not Connected デバイスは接続されていません。 

Standalone デバイスが PCoIPセッション外で検出されました。 

Not Initialized デバイスが PCoIPセッション内で検出されました。しかし、ホ
ストコントローラはデバイスを初期化していません。 

Failed Authorized PCoIPセッション内でデバイスを検出しましたが、承認されて
いません。 (セクション 1.7.1参照) 

Locally Connected デバイスが検出され承認されました、しかし PCoIPセッション
内でローカルに中断されました。（例えばローカルカーソル） 

Connected デバイスが検出され、PCoIPセッションで承認されました。 

このオプションはポータルでのみ利用可能です。ホストではこの機能はディセーブルさ

れており、編集不可能です。 
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1.10 Uploadメニュー 
Uploadメニューには、デバイスへファイルをアップロードするために使うページへのリ
ンクがあります。Uploadメニューにあるウェブページは： 

x Firmware 
x OSD Logo 

図 1-38: Uploadメニューナビゲーション 

 

1.10.1 Firmware  
Firmwareウェブページにより管理者は、ポータルまたはホストへ新たなファームウエア
のビルドをアップロードする事が出来ます。 

図 1-39: Firmware Uploadウェブページ 

 

1.10.1.1 Firmware build filename 
Firmware build filenameフィールドは、アップロードされるファームウエアイメージの
ファイル名を指定します。管理者は Browseボタンで、ファイルへブラウズする事が出
来ます。ファイルはウェブブラウザからアクセス可能でなければなりません。（つまり

ローカルあるいはネットワークドライブ）ファームウエアイメージは、「.all」ファイル
でなければなりません。 

1.10.1.2 Upload 
Uploadボタンを選ぶことで、指定されたファイルがデバイスへ転送されます。ウェブイ
ンターフェースは不注意によるアップロードを避けるために、管理者に再確認を促しま

す。 

注意：ポータル及びホストが同じファームウエアリリースを持つ事を確認してください。 
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ファームウエアアップロードプロセスの例 

1. ホスト PC またはワークステーションが、アイドル状態である事を確認してください。
（全てのアプリケーションをクローズしなければなりません） 

2. ホスト管理用ウェブインターフェースへログインします。 

3. ファームウエア「.all」ファイル（例えば「tera1x00_rel1-9_v175.all」）へブラウズ
するために、Firmware Upload ウェブページの Browseボタンを選びます。 

4. ファイルアップロードウインドウのOpen ボタンを選びます。 

5. ウェブページ Uploadボタンを選びます。 

6. 「Are you sure?」と表示された警告ウインドウ上のウェブページOKボタンを選びま
す。これにより新たなファームウエアイメージがアップロードされます。この処理に

は数分かかります。  

7. ファームウエアアップロードの終了を待ちます。完了すると、次のメッセージが表示
されます。「Success Flash successfully programmed! You must reset the device for 
the changes to take effect.」 

8. リセットボタンを選びます。 

9. 「The PCoIP processor will reset on the next host system restart; your changes will 
take effect then. Are you sure you want to proceed?」と表示された警告ウインドウ上
のOKボタンを選びます。 

10. ポータル上でステップ 2から 7までを繰り返しますが、ポータルをリセットしないで
ください。 

11. ホスト PCまたはワークステーションをリスタートします。 

12. ポータルをリセットします。 

13. PCoIPセッションを開始します。 

1.10.2 OSD Logo 
OSD Logo ウェブページにより、イメージをデバイスへアップロードする事が出来ます。
このイメージは、ローカルGUIオンスクリーンディスプレイ(OSD)ロゴの接続ウインド
ウ上に表示されます。 

このオプションはポータルでのみ利用可能です。ホストではこの機能はディセーブルさ

れており、編集不可能です。 

図 1-40: OSD Logo Uploadウェブページ 
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1.10.2.1 OSD logo filename 

OSD logo filenameフィールドは、アップロードされるロゴイメージのファイル名を指
定します。管理者は、Browseボタンでファイルへブラウズできます。ファイルはウェブ
ブラウザからアクセス可能でなければなりません。（つまりローカルあるいはネットワ

ークドライブ） 

1画素あたり 24ビットのイメージは JPGまたは BMPでなければならず、その寸法は幅
256ピクセル、高さ 64ピクセルを超える事は出来ません。ファイル拡張子が誤っている
と、ウェブインターフェースはエラーメッセージを表示します。 

1.10.2.2 Upload 
Uploadボタンを選ぶと、指定されたファイルがデバイスへアップロードされます。ウェ
ブインターフェースは不注意によるアップロードを避けるために、管理者に再確認を促

します。 

OSDロゴアップロードプロセスの例 

1. ロゴファイルへブラウズするためにウェブページ Browse ボタンを選びます。 

2. ファイルアップロードウインドウのOpen ボタンを選びます。 

3. ウェブページ Upload ボタンを選びます。 

4. OKボタンを選びます。「Are you sure?」と表示された警告ウインドウ上のウェブペ
ージOKボタンを選びます。これによりローカルGUI用の新たなロゴがアップロード
されます。この処理には数分かかります。 

5. OSDロゴアップロードの終了を待ちます。完了すると、次のメッセージが表示され
ます。「Success Flash successfully programmed! You must reset the device for the 
changes to take effect.」 

6. ポータルをリスタートします。 
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2 オンスクリーンディスプレイ(OSD) 
オンスクリーンディスプレイ (OSD) ローカルGUI (ポータルのみ) は、デバイスに電源
が入っていて PCoIPセッションが実行中でない場合にユーザに表示されます。OSDは
Connect Screenを通じてホストデバイスへ接続するメカニズムを提供します。Connect 
Screenは、スタートアップ時にユーザに表示されます。 

Connect Screenにより、Optionsウインドウへのアクセスも出来ます。Optionsウイン
ドウは、セクション 1に記述された管理用ウェブインターフェースの機能のサブセット
を提供します。Optionsウインドウは、Connect Screen上のOptionsボタンでアクセス
する事が出来ます。ポータルオプションの変更には、管理者パスワードが必要です。 

2.1 Connect Screen 
Connect Screenは、ポータルが管理されたスタートアップまたはオートリコネクトに設
定されている場合を除いてスタートアップ時に表示されます。 

Connectボタンの上に表示されるロゴは、管理用ウェブインターフェースにより置き換
えイメージをアップロードすることで変更する事が出来ます。Connect Screenロゴの更
新についての情報は、1.10.2を参照してください。 

図 2-1: OSD Connect Screen 
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2.1.1 Connect Button 
Connectボタンを選択すると、セッション設定に応じて PCoIPまたは RDPセッション
を開始します。PCoIP接続がペンディングの間、OSDローカルGUIは「Connection 
Pending」メッセージを表示します。接続が確立するとOSDローカルGUIは消えて、セ
ッションイメージで置き換えられます。 

図 2-2: OSD Connect Screen (接続中) 

 

2.2 OSD Options Menu 
Optionsメニューを選ぶとセレクションのリストが表示されます。OSD Optionsメニュ
ーに含まれるのは： 

x Configuration 
x Diagnostics 
x Information 
x User Settings 
x Password 

これらの 1つを選択すると、設定ウインドウが表示されます。 
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図 2-3: OSD Optionsメニュー 

 

2.3 Configuration Window 
Configurationウインドウにより管理者は、ポータルがどのように動作しその環境に作用
するかを設定するウインドウタブにアクセスできます。 

Configurationウインドウのタブは： 

x Network 
x Connection Management 
x Discovery 
x Session 
x Bandwidth 
x RDP 
x Language 
x OSD 
x Reset 

 
各タブには、タブ上で変更された設定を了承またはキャンセルするOK、Cancel及び
Applyボタンがあります。 
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2.3.1 コンフィグレーション設定の解除 
コンフィグレーションタブの全ての設定は、パスワードによりプロテクトされます。設

定を解除するには： 

1. Configurationウインドウの左下のUnlockボタンを選びます。 

2. パスワードを入力します。 

3. OKボタンを選びます。 

図 2-4: 設定解除OSD 

 

2.3.2 Networkタブ 
Network タブにより管理者は、ポータルネットワークパラメータを設定する事が出来ま
す。 

注意：ネットワークパラメータは、ウェブページ管理インターフェースを使い設定する

事も出来ます。セクション 1.6.2 Networkを参照してください。 
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図 2-5: Network設定 

 

2.3.2.1 Enable DHCP 
Enable DHCPがイネーブルされると、デバイスは IPアドレス、サブネットマスク、ゲ
ートウエイ IPアドレスを割り当てるためにDHCPサーバとDNSサーバへ接続します。
ディセーブルされると、デバイスはこれらのパラメータが手動設定される事を必要とし

ます。 

2.3.2.2 IP Address 
IP Addressフィールドは、デバイスの IPアドレスです。DHCPがディセーブルの場合、
このフィールドが必要です。DHCPがイネーブルの場合には、このフィールドは変更不
可能です。このフィールドは、有効な IPアドレスでなければなりません。無効な IPア
ドレスが入力されると、OSDは管理者に訂正を促します。 

2.3.2.3 Subnet Mask 
Subnet Maskフィールドは、デバイスのサブネットマスクです。DHCPがディセーブル
の場合、このフィールドが必要です。DHCPがイネーブルの場合には、このフィールド
は変更不可能です。このフィールドは、有効なサブネットマスクでなければなりません。

無効なサブネットマスクが入力されると、OSDは管理者に訂正を促します。 

2.3.2.4 Gateway 
Gatewayフィールドは、デバイスのゲートウエイ IPアドレスです。DHCPがディセー
ブルの場合、このフィールドが必要です。DHCPがイネーブルの場合には、このフィー
ルドは変更不可能です。このフィールドは、有効な IPアドレスでなければなりません。
無効な IPアドレスが入力されると、OSDは管理者に訂正を促します。 
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2.3.2.5 Primary DNS Server 
Primary DNS Serverフィールドは、デバイスのプライマリ DNS IP アドレスです。この
フィールドはオプションです。DHCPがイネーブルの場合には、このフィールドは変更
不可能です。このフィールドは、有効な IPアドレスでなければなりません。無効な IP
アドレスが入力されると、OSDは管理者に訂正を促します。 

2.3.2.6 Secondary DNS Server 
Secondary DNS Serverフィールドは、デバイスのセカンダリ DNS IPアドレスです。こ
のフィールドはオプションです。DHCPがイネーブルの場合には、このフィールドは変
更不可能です。このフィールドは、有効な IPアドレスでなければなりません。無効な
IPアドレスが入力されると、OSDは管理者に訂正を促します。 

2.3.2.7 Ethernet Mode 
Ethernet Modeフィールドは、ポータルのイーサネットモードを設定します。設定可能
なオプションは： 

x Auto 
x 10 Mbps Full-Duplex 
x 100 Mbps Full-Duplex 

注意：管理者は、Ethernet Modeを常に Autoに設定すべきです。そして、例えばスイ
ッチ等の他のネットワーク機器が 10M Mbps Full-Duplexまたは 100M Mbps Full-Duplex
で動作するように設定されている場合に限り、10 Mbps Full-Duplexまたは 100 Mbps 
Full-Duplexを使います。 

2.3.3 Connection Managementタブ 
Connection Managementタブにより管理者は、コネクションマネージメントをイネーブ
ル及びディセーブルし、コネクションマネージャの IPアドレスを指定します。 

管理された接続下では、外部コネクションマネージャサーバはデバイスとの通信を行っ

たり、デバイスを遠隔操作し設定することが出来ます。さらにコネクションマネージャ

は、デバイスの接続に最適な相手を見つけ出し接続を開始する事が出来ます。コネクシ

ョンマネージャは、大規模で複雑なシステムの管理を大幅に簡素化することが出来ます。  

注意：コネクションマネージメントパラメータは、ウェブ管理インターフェースを使い

設定する事も出来ます。セクション 1.6.3 Connection Managementを参照してください。 
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図 2-6: Connection Management設定 

 

2.3.3.1 Enable Connection Management 
Enable Connection Managementオプションがイネーブルの場合、デバイスは外部コネ
クションマネージャにより設定及び制御する事が出来ます。 

2.3.3.2 Identify Connection Manager By 
Identify Connection Manager Byセレクタにより管理者は、コネクションマネージャが
IPアドレスまたは Fully Qualified Domain Name (FQDN)により認識されるかを選択する
事が出来ます。コネクションマネージャがディセーブルのときは、このフィールドは編

集不可能なので必要ありません。 

表 2-1は、それぞれの方法が選択された時に利用可能な設定パラメータを表示していま
す。無効な IPアドレスや DNSネームが入力されると、ウェブインターフェースは管理
者に訂正を促します。 

表 2-1: Connection Managerの方法 

方法 データフィールド 

IPアドレス Connection Manager IPアドレス 

FQDN Connection Manager DNSネーム 

2.3.3.3 Enable Event Log Notification  
Event Log Notificationフィールドは、PCoIP ホスト及びポータルデバイスが、それらの
イベントログの内容をコネクションマネージャサーバへ送るかどうかを制御します。 
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2.3.3.4 Enable Diagnostic Log 
Enable Diagnostic Logフィールドは、PCoIP ホスト及びポータルデバイスのイベントロ
グに特定のデバッグメッセージを書き込むかどうかを制御します。 

2.3.4 Discoveryタブ 
Discovery configurationタブはにより、PCoIPシステムにおけるポータルの検出を容易
にする機能を使用する事が出来ます。 

注意：Discoveryパラメータは、ウェブ管理インターフェースを使い設定する事も出来
ます。セクション 1.6.4 Discoveryを参照してください。 

図 2-7: Discovery設定 

 

2.3.4.1 Enable Discovery 

Enable Discoveryオプションがイネーブルされていると、ネットワークにおけるそれら
の位置情報を事前に知らずとも、デバイスは動的に相手デバイス及びマネージメント機

器を検出することが出来ます。これにより、複雑なシステムのメンテナンス及び設定の

手間を大幅に削減する事ができます。 

2.3.4.2 Enable Host Discovery 

Enable Host Discovery機能によりポータルは、PCoIPセッションにないホストを検出す
る事が出来ます。 

イネーブルされている場合、ポータルは 10までの利用可能ホストを検出された順に表示
する事が出来ます。Enable Host Discovery機能は、少数ホストと共に使われることが考
えられます。 
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2.3.5 Sessionタブ 
Session タブにより管理者は、デバイスがどのように相手デバイスと接続するか設定す
る事が出来ます。 

注意：Sessionパラメータは、ウェブページ管理インターフェースを使い設定する事も
出来ます。セクション 1.6.5 Sessionを参照してください。 

図 2-8: Session設定 

 

2.3.5.1 Session Type 

Session Typeにより管理者は、ポータルをPCoIPセッションまたは RDPセッション用
に設定する事が出来ます。 

ポータルRDPクライアント上の情報については、セクション 6 付録 C: ポータル RDP
互換性を参照してください。 

2.3.5.2 Identify Peer By 
Identify Peer Byセレクタにより管理者は、相手側デバイスが IP及びMACアドレスまた
は Fully Qualified Domain Name (FQDN)により識別されるかを選ぶ事が出来ます。
Accept Any Peerがイネーブルの場合、これらのフィールドは必要がなく編集不可能で
す。 

表 2-2は、それぞれの方法において利用可能な Peer識別子を表示しています。無効な
IPアドレスまたは DNSネームが入力されると、OSDは管理者に訂正を促します。 

表 2-2: Peer Identityの方法 

Peer Identity方法 データフィールド コメント 

Peer IP/MAC Peer IPアドレス PCoIPまたはポータル RDPクラ
イアント 
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Peer MACアドレス PCoIP 

Peer FQDN Peer FQDN ポータルRDPクライアントとの
み使用 

2.3.5.3 Enable Auto-Reconnect 
Enable Auto-Reconnectオプションによりポータルは、セッションが失われた際に最後
に接続したホストに自動的に再接続する事が出来ます。 

2.3.5.4 Session Timeout 
Session Timeoutは、接続のタイムアウトを設定します。PCoIPプロセッサがタイムア
ウト期間内にネットワークを検出できない場合、PCoIPプロセッサはセッションを切断
します。 

2.3.6 Bandwidthタブ 
Bandwidthタブにより管理者は、ポータルバンド幅を制限する事が出来ます。 

注意：バンド幅は、ウェブページ管理インターフェースを使い設定する事も出来ます。

セクション 1.6.6 Bandwidthを参照してください。 

図 2-9: Bandwidth 

 

2.3.6.1 Device Bandwidth Limit 

Device Bandwidth LimitパラメータはPCoIPシステムの最大バンド幅ピークを定義しま
す。ホスト側のバンド幅設定は、ホストからポータルのバンド幅を定義します。（例え

ばグラフィックデータ）そしてポータル側のバンド幅設定は、ポータルからホストのバ

ンド幅を定義します。（例えばUSBデータ）使用可能なバンド幅の範囲は、3から 220 
Mbpsです。 
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PCoIPプロセッサは、必要なバンド幅を Device Bandwidth Limit の最大値まで使い続け
ます。PCoIPプロセッサはネットワークの混雑状況に応じて動的にバンド幅を調整しま
す。 

Device Bandwidth Limitを 0にすると、ネットワークの混雑状況に応じてバンド幅を調
整するように PCoIPプロセッサを設定します。混雑が無い状態では、バンド幅の制限は
ありません。つまりプロセッサは利用可能な最大レートを使います。 

Device Bandwidth Limitは、ポータル及びホストが接続されているネットワークの限界
にセットすることを推奨します。 

Device Bandwidth Limitの設定例については、セクション 4.3 バンド幅とイメージ設定例
を参照してください。 

2.3.7 RDPタブ 
RDPタブにより、管理者は Remote Desktop Protocol (RDP)に特化したデバイス設定を
構成する事が出来ます。 

ポータルRDPクライアントの情報については、セクション 6 付録 C: ポータル RDP互
換性を参照してください。 

注意：RDPパラメータは、ウェブページ官吏インターフェースを使い設定することも出
来ます。 セクション 1.6.7 RDPを参照してください。 

図 2-10: RDP設定 

 

2.3.7.1 Resolution 
Resolutionフィールドは、RDPスクリーン解像度設定です。設定可能な値は： 

x 800x600 
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x 1024x768 
x 1280x768 
x 1280x1024 
x 1440x900 
x 1600x1200 
x 1680x1050 
x 1920x1200 

2.3.7.2 Bit Depth  
Bit Depthは、RDPセッションカラービットの深さです。設定可能な値は： 

x 8 bpp (ピクセル毎のビット数) 
x 16 bpp 
x 24 bpp 

2.3.7.3 Terminal Server Port 
Terminal Server Portフィールドには、RDPクライアントが接続するポート番号を設定
します。 

2.3.7.4 Audio Mode 
Audio Modeフィールドは、RDPセッションにおいて何処でオーディオ再生を行うかを
設定します。設定可能なオプションは： 

x None 
x Play on client 
x Play on host 

2.3.7.5 Enable Wallpaper 
Enable Wallpaperフィールドは、RDPセッションでの壁紙の使用をイネーブルします。 

2.3.7.6 Enable Themes 
Enable Themesフィールドは、RDPセッションでのデスクトップテーマの使用をイネー
ブルします。 

2.3.8 Languageタブ 
Languageフィールドにより管理者は、OSDの言語を設定する事が出来ます。 

注意：Languageパラメータは、ウェブページ管理インターフェースを使い設定する事
も出来ます。セクション 1.6.8 Languageを参照してください。 
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図 2-11: Language設定 

 

2.3.8.1 Language 

Language フィールドにより管理者は、OSDの言語を設定する事が出来ます。 

サポートする言語については、セクション 5 付録 B: ポータル言語及びキーボードサポ
ートを参照してください。 

2.3.8.2 Keyboard Layout 

Keyboard Layoutフィールドにより管理者は、キーボードレイアウトを変更する事が出
来ます。  

サポートするキーボードレイアウトについては、セクション 5 付録 B: ポータル言語及
びキーボードサポートの表 5-2を参照してください。 

2.3.9 OSDタブ 
OSDタブにより管理者は、オンスクリーンディスプレイ(OSD)パラメータを変更する事
が出来ます。 

注意：OSDパラメータは、ウェブ管理インターフェースを使い設定する事も出来ます。
セクション 1.6.9 OSDを参照してください。 
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図 2-12: OSD設定 

 

2.3.9.1 Screen-Saver Message 

Screen-Saver Messageフィールドにより管理者は、OSDスクリーンセーバテキストを
変更する事が出来ます。240文字までのテキストが利用できます。 

スクリーンセーバは、黒のスクリーンに文字がランダムに動き回る簡単なものです。 

2.3.9.2 Screen-Saver Timeout 
Screen-Saver Timeoutフィールドにより管理者は、スクリーンセーバタイムアウトを設
定する事が出来ます。タイムアウトは、秒単位で 9999秒まで設定できます。0をセット
すると、スクリーンセーバをディセーブルします。 

2.3.10 Resetタブ 
Resetタブにより管理者は、フラッシュに保存された全ての設定可能パラメータをリセ
ットする事が出来ます。 

注意：リセットはウェブ管理インターフェースを使って行う事も出来ます。セクション 
1.6.14 Reset Parametersを参照してください。 
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図 2-13: Reset 

 

2.3.10.1 Reset Parameters 
Reset Parameters ボタンは、全ての設定及び承認を工場出荷時の状態にリセットします。
このボタンを選ぶと、不注意によるリセットを避けるためにOSDは管理者に確認を促
します。 

2.4 Diagnosticsウインドウ 
Diagnosticsウインドウにより管理者は、ポータルに関する診断用ウインドウタブへアク
セスする事が出来ます。Diagnosticsウインドウにあるタブは： 

x Event Log 
x Session Statistics 
x PCoIP Processor 
x Ping 

各タブには、ウインドウをクローズするためのCloseボタンがあります。 

2.4.1 Event Logタブ 
Event Logタブにより管理者は、ポータルからのイベントログメッセージを表示及びク
リアする事が出来ます。 

注意：イベントログ(terseまたは verbose)は、ウェブ管理インターフェースを使い開始
することも出来ます。セクション 1.8.1 Event Logを参照してください。 
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図 2-14: Event Log 

 

2.4.1.1 View event log message 
View event log messagesフィールドは、タイムスタンプと共にログメッセージを表示し
ます。ここには、2つのボタンがあります。 

Refresh 

Refreshボタンを選ぶと、イベントログメッセージが表示されます。 

Clear 

Clearボタンを選ぶと、表示されている全てのイベントログをクリアします。 

2.4.2 Session Statisticsタブ 
Session Statisticsタブにより管理者は、PCoIPに特化した統計を見る事が出来ます。 

注意：Session Statisticsは、ウェブ管理インターフェースを使って見る事も出来ます。
セクション 1.8.3 Session Statisticsを参照してください。 
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図 2-15: Session Statistics 

 

2.4.2.1 PCoIP Packets Statistics  

PCoIP Packets Sent  

PCoIP Packets Sentは、最後のアクティブなセッションにおいて、ポータルからホスト
へ送信されたPCoIPパケットの総数を表示します。 

PCoIP Packets Received  

PCoIP Packets Receivedは、最後のアクティブなセッションにおいて、ホストからポー
タルへ受信された PCoIPパケットの総数を表示します。 

PCoIP Packets Lost  

PC0IP Packets Lostは、最後にのアクティブなセッションにおいて損失された PCoIPパ
ケットの総数を表示します。 

2.4.2.2 Bytes Statistics  

Bytes Sent  

Bytes Sentは、最後にのアクティブなセッションにおいて送信された総バイト数を表示
します。 

Bytes Received  

Bytes Receivedは、最後にのアクティブなセッションにおいて受信された総バイト数を
表示します。 

2.4.2.3 Round Trip Latency  
Round Trip Latencyフィールドは、PCoIPシステムの総ラウンドトリップ（例えばポー
タルからホスト、そしてポータルへ戻る）及びネットワーク遅延をミリ秒単位(+/- 1 ms)
で表示します。 
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2.4.3 PCoIP Processorタブ 
PCoIP Processorタブにより管理者は、ポータルPCoIPプロセッサが最後に起動してか
らの経過時間を見る事が出来ます。 

注意：The PCoIP Processor経過時間は、ウェブ管理インターフェースを使い表示する
事も出来ます。セクション 1.8.7 PCoIP Processorを参照してください。 

図 2-16: PCoIP Processor 

 

2.4.4 Pingタブ 
Pingタブにより管理者は、デバイスをピング(Ping)しデバイスが IPネットワークにおい
て到達可能であるか確認する事が出来ます。 

注意：セクション 1のウェブ管理インターフェースに 、Pingタブに該当するメニューは
ありません。 
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図 2-17: Ping 

 

2.4.4.1 Ping設定 

IPアドレス ピング(ping）する IPアドレス 

Interval ピングパケット(ping packet）間隔 

Packet Size ピングパケット(ping packet）サイズ 

2.4.4.2 Packets 

Sent 送信されたピングパケット(ping packet）数 

Received 受信したピングパケット(ping packet）数 

2.5 Informationウインドウ 
Informationウインドウにより管理者は、デバイスに関する情報を含んだ Versionタブへ
アクセスする事が出来ます。 

注意：Version情報は、ウェブ管理インターフェースを使って見る事も出来ます。セク
ション 1.9.1 Versionを参照してください。 
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図 2-18: Version 

 

2.5.1.1 VPD情報 

Vital Product Data (VPD)は、それぞれのポータルまたはホストを固有に識別するために
工場で用意されます。 

表 2-3: VPD情報 

MAC Address ポータルの固有MACアドレス 

Unique Identifier ポータルの固有識別子 

Serial Number ポータルの固有シリアル番号 

Firmware Part Number PCoIPファームウエアのパートナンバ 

Hardware Version ポータルハードウエアバージョンナンバ 

2.5.1.2 ファームウエア情報 

ファームウエア情報は、現在のPCoIPファームエアの詳細を表します。 

表 2-4: ファームウエア情報 

Firmware Version 現在の PCoIPファームウエアのバージョン 

Firmware Build ID 現在の PCoIPファームウエアのリビジョンコード 

Firmware Build Date 現在の PCoIPファームウエアのビルド日付 

2.5.1.3 PCoIPプロセッサリビジョン 
PCoIP Processor Revisionフィールドは、PCoIPプロセッサリビジョンコードです。
TERA1x00 リビジョン Aシリコンは 0.0、TERA1x00リビジョン Bは 1.0で表されます。 
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2.5.1.4 ブートローダ情報 

ブートローダ情報は、現在のPCoIPブートローダの詳細を表しています。 

表 2-5: ブートローダ情報 

Bootloader Version 現在の PCoIPブートローダのバージョン 

Bootloader Build ID 現在の PCoIPブートローダのリビジョンコード 

Bootloader Build Date 現在の PCoIPブートローダのビルド日付 

2.6 User Settingsウインドウ 
User Settingsウインドウによりユーザは、マウス、キーボード設定及び PCoIPイメージ
クオリティを定義するウインドウタブへアクセスする事が出来ます。 

User Settingsメニューにあるタブは： 

x Mouse 
x Keyboard 
x Image 

2.6.1 Mouseタブ 
Mouseタブによりユーザは、OSD及びRDPセッション用にマウスカーソル速度を変更
する事が出来ます。 

注意：OSDマウスカーソル速度は、PCoIPセッションがアクティブな時にはマウスカー
ソル設定に影響しません。 

注意：セクション 1のウェブ管理インターフェースに、Mouseタブに該当するメニュー
はありません。 

図 2-19: Mouse 
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Mouse Speed 

Mouse Speedフィールドにより、ポータルマウスカーソル速度を設定する事が出来ます。 

2.6.2 Keyboardタブ 
Keyboardタブによりユーザは、OSD及び RDPセッション用にキーボードリピート設定
を変更する事が出来ます。 

注意：キーボード設定は、PCoIPセッションがアクティブな時にはキーボード設定に影
響しません。 

注意：セクション 1のウェブ管理インターフェースに、Keyboardタブに該当するメニュ
ーはありません。 

図 2-20: Keyboard 

 

Keyboard Repeat Delay 

Keyboard Repeat Delayフィールドによりユーザは、ポータルキーボードリピートディ
レイを設定する事が出来ます。 

Keyboard Repeat Rate 

Keyboard Repeat Rateフィールドによりユーザは、ポータルキーボードリピートレート
を設定する事が出来ます。 

Repeat Settings Test Box 

Repeat Settings Test Boxフィールドによりユーザは、選択したキーボード設定のテスト
を行う事が出来ます。 

2.6.3 Imageタブ 
Image タブによりユーザは、PCoIP システム上のイメージ設定を変更する事が出来ます。 

注意：Image パラメータは、ウェブ管理インターフェースを使い設定する事も出来ます。
セクション 1.6.10.1 Minimum Image Qualityを参照してください。 
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図 2-21: Image 

 

Minimum Image Quality 

Minimum Image Qualityスライダにより管理者は、ネットワークバンド幅が限られてい
る場合に、イメージクオリティとフレームレートの間で妥協点を見出します。実使用例

によっては、高いフレームレートで低いイメージクオリティを必要とするケースがあり

ますし、他のケースでは低いフレームレートで高いイメージクオリティが好まれる場合

があります。 

ネットワークバンド幅が制約された環境では、スライダを Reducedに向かい動かすと高
いフレームレートへ、スライダを Perception-Freeに向かい動かせば高いイメージクオ
リティとなります。 

ネットワークバンド幅に制約が無い環境では、PCoIPシステムはMinimum Image 
Qualityの設定にかかわらず視覚的に影響の無いクオリティを保ちます。 

2.7 Passwordウインドウ 
Passwordウェブページにより管理者は、デバイスのためのローカル管理用パスワード
を更新する事が出来ます。これはウェブインターフェース及びローカルOSD GUIに影
響することに注意してください。 

注意：パスワードを紛失するとポータルが使用不可能になるので、ポータルパスワード

を更新する際は十分に注意してください。 

注意：パスワードは、ウェブ管理インターフェースを使い更新する事も出来ます。セク

ション 1.6.13 Passwordを参照してください。 
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図 2-22: Change Password 

 

Old Password 

パスワードの更新には、Old Passwordフィールドは、現在の管理用パスワードと一致し
なければなりません。 

New Password 

New Passwordフィールドは、ウェブインターフェース及びローカルOSD GUIの両方に
適用する新たな管理用パスワードです。 

Confirm New Password 

パスワードの更新には、Confirm New Passwordフィールドは、New Passwordフィール
ドと一致しなければなりません。 
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3 オーバーレイウインドウ 
オーバーレイウインドウは、PCoIPセッション中にユーザに情報を表示するメカニズム
を提供します。これらのウインドウは、状況に応じてユーザのリモートセッションの一

番上に表示されます。 

ステータスオーバーレイウインドウは、ネットワーク、USBデバイス状態及びモニタ状
態をアイコンとテキストを使い表示します。オーバーレイは、状態が変わった場合（ネ

ットワーク接続が失われる又は非承認 USBデバイスが挿入された）に簡単なアニメーシ
ョンを表示します。 

3.1 Network Connection Lostオーバーレイ 
ネットワーク接続が失われると、オーバーレイメッセージを使い「Network connection 
lost 」のメッセージが、最新のスクリーンデータ上に表示されます。図 3-1に例を示し
ます。 

図 3-1: Network Connection Lostオーバーレイ 

 

ネットワーク接続の喪失メッセージは、ネットーワークが正常に戻るかタイムアウトが

失効する（そして PCoIPセッションが終了する）まで保持されます。 

3.2 USB Device Not Authorizedオーバーレイ 
非承認USBデバイスが接続されると、「USB device not authorized」のメッセージでオ
ーバーレイが表示されます。図 3-2に例を示します。 

図 3-2: USB Device Not Authorizedオーバーレイ 

 

オーバーレイは、約 5秒間表示されます。 

3.3 Half-Duplexオーバーレイ 
PCoIPテクノロジは、Half-Duplexネットワーク接続と互換ではありません。Half-
duplex接続が検出されると、 「Half-duplex network connection」のメッセージでオーバ
ーレイが表示されます。図 3-3に例を示します。 
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図 3-3: Half-Duplex Overlay 

 
オーバーレイは、セッションが終了するまで表示されます。ネットワーク設定の詳細は、

セクション 1.6.2.7 Ethernet Modeを参照してください。 

3.4 Video Sourceオーバーレイ 
ホストビデオの不適切な接続は、2つのオーバーレイのいずれかにより表示されます。 

PCoIPホストにビデオソースが接続されていないと、「No source signal」のメッセージ
がオーバーレイで表示されます。これによりユーザは、ホストにビデオソースがない場

合やホストPCがビデオ信号の駆動を停止した場合のデバッグが出来ます。これはホス
ト PCビデオをPCoIPホストへ接続する事で解決できます。オーバーレイの例を図 3-4
に示します。 

図 3-4: No Source Signalオーバーレイ 

 

ホストへのビデオソースがポータル上で使われるビデオポートと一致しない場合、

「Source signal on other port」のメッセージがオーバーレイで表示されます。これによ
りユーザは、誤ったポートにビデオを接続した場合のデバッグが出来ます。これは、ホ

ストまたはポータル上で使われるビデオポートを入れ替える事で解決できます。オーバ

ーレイの例を図 3-5に示します。 

図 3-5: Source Signal on Other Portオーバーレイ 

 

オーバーレイは、約 60秒間表示されます。モニタは約 15分後にスリープ状態になりま
す。 
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4 付録 A: 使用例 

4.1 ピアツーピア直接接続例 
この例では、コネクションマネージャまたは Enable Host Discoverオプションを使わず
に、ポータル及びホストを直接接続するための設定の概要を示します。 

この例では次の IP及びMACアドレスを使います。： 

x Portal: IP Address: 192.168.42.149, MAC: 00-1C-59-00-05-0E 

x Host:  IP Address: 192.168.50.107, MAC: 00-1C-8A-03-00-CA  

注意：ピアツーピア直接接続では、管理者はポータル及びホストの IP及びMACアドレ
スを知らなければなりません。 

4.1.1 ポータルピアツーピア動作の設定 
注意：この例ではポータルをピアツーピア動作に設定するために、管理用ウェブインタ

ーフェースを使います。ポータルの設定には、ポータルOSDを使う事も出来ます。一
致するOSD機能には、Tオンスクリーンディスプレイ(OSD)を参照してください。 

ポータルをピアツーピア直接接続に設定します。： 

1. インターネットブラウザを使いポータル IPアドレスを開き、ポータル管理用ウェブ
インターフェースを開きます。例、https://192.168.42.149 

2. ポータル管理ウェブインターフェースへログインします。 

3. Configurationメニューから、Connection Management ウェブページを選びます。 
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図 4-1: ポータルConnection Managementピアツーピア設定 

 
4. Enable Connection Managementが選ばれている事を確認します。 

5. Configurationメニューから、Sessionウェブページを選びます。 
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図 4-2: ポータルSessionウェブページピアツーピア設定 

 
6. Identify Peer byフィールドで IPアドレスを選びます。 

7. Peer IP Addressフィールドに、ホスト IPアドレスを入力します。例えば、
192.168.50.107 

8. Peer MAC Address フィールドにホストMACアドレスを入力します。例えば、00-
1C-8A-03-00-CA 

9. Apply ボタンを選び、変更を受け入れます。 

10. Diagnostics メニューからPCoIP Processorウェブページを選びます。 
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図 4-3: ポータルPCoIP Processorウェブページピアツーピア設定 

 
11. PCoIPプロセッサをリセットするために、Resetボタンを選びます。 

4.1.2 ホストピアツーピア動作の設定 
ホストをピアツーピア直接接続用に設定します。： 

1. インターネットブラウザでホスト IPを開く事で、ホスト管理ウェブインターフェー
スを開きます。例えば、https://192.168.50.107 

2. ポータル管理ウェブインターフェースへログインします。 

3. Configurationメニューから Connection Management ウェブページを選びます。 
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図 4-4: ホスト Connection Managementピアーツーピア設定 

 
4. Enable Connection Managementが選ばれている事を確認します。 

5. Configurationメニューから Session ウェブページを選びます。 
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図 4-5: ホストSessionウェブページ設定 

 
6. Accept Any Peer が選ばれていない事で、他のポータルがホストとの間で PCoIPセッ
ションを開始できない事を確認してください。 

7. Peer MAC AddressフィールドにポータルMACアドレスを入力します。例えば、
00-1C-59-00-05-0E など。 

8. 変更を適用するために、Applyボタンを選びます。 

4.1.3 ピアツーピアセッションの開始 
ピアツーピアセッションを開始します。 

1. ポータル OSDから、PCoIPセッションを開始するために Connectボタンを選びます。 
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図 4-6: ピアツーピアConnectスクリーン 

 
2. 接続されると、ホストは PCoIPで使用する準備が出来ます。 

4.2 DHCP及び Enable Host Discoveryの例 
この例ではコネクションマネージャを使わずに、ポータル及びホストをDHCPサーバと
Host Discovery機能で使用する設定を説明します。 

この例では、次の開始 IPアドレスを使います。 

x Portal: IP Address: 192.168.0.111 

x Host:  IP Address: 192.168.1.222 

注意：DHCP及び Host Discoveryに設定するために管理者は、静的または動的にかかわ
らずポータル及びホストの IPアドレスを知っておく必要があります。 

4.2.1 ポータル DHCP及び Discoveryの設定 
注意：この例では DHCP及び Host Discovery用にポータルを設定するために管理ウェブ
インターフェースを使いますが、ポータルの設定にはポータルOSDを使う事も出来ま
す。該当するOSD機能に関しては、セクション 2 オンスクリーンディスプレイ(OSD)を
参照してください。 

ポータルをDHCP及びDiscovery に設定します。： 
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1. インターネットブラウザを使いポータル IPアドレス（例えば
https://192.168.0.111）を開き、ポータル管理ウェブインターフェースを開き
ます。 

2. ポータル管理ウェブインターフェースへログインします。 

3. Configurationメニューから Connection Managementウェブページを選びます。 

図 4-7: ポータルConnection Management DHCP及び Discovery設定 

 
4. Enable Connection Managementが選択されていない事を確認します。 

5. Configurationメニューから Discoveryウェブページを選びます。 
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図 4-8: ポータルDiscoveryウェブページ Enable Discovery設定 

 
6. Enable Discovery及び Enable Host Discoveryを選びます。 

7. Apply ボタンを選び、変更を了承します。 

8. 設定を完了するために Continueを選びます。 

9. Configurationメニューから Networkウェブページを選びます。 

図 4-9: ポータルNetworkウェブページ DHCP設定 
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10. Enable DHCPを選びます。 

11. Applyボタンを選び、変更を了承します。 

注意：一旦DHCPに設定すると、IPアドレスは DHCPサーバから取得します。次回か
らは IPアドレスはDHCPサーバから得る事になります。 

12. Diagnosticsメニューから PCoIP Processor ウェブページを選びます。 

図 4-10: ポータル PCoIP Processorウェブページ DHCP及び Discovery設定 

 
13. PCoIPプロセッサをリセットするために Resetボタンを選びます。 

4.2.2 ホスト DHCP及び Discoveryの設定 
ホストをDHCP及びDiscovery用に設定します： 

1. インターネットブラウザを使いホスト IPアドレスを開き（例えば
https://192.168.1.222）、管理ウェブインターフェースを開きます。 

2. ホストウェブインターフェースへログインします。 

3. Configurationメニューから、Connection Managementウェブページを選びます。 
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図 4-11: ホスト Connection Management DHCP及び Discovery設定 

 
4. Enable Connection Managementが選ばれていない事を確認します。 

5. Configurationメニューから Discoveryウェブページを選びます。 

図 4-12: ホスト Discoveryウェブページ Enable Discovery設定 

 
6. Enable Discoveryを選びます。 

7. Apply ボタンを選び、変更を了承します。 

8. Configurationメニューから Networkウェブページを選びます。 
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図 4-13: ホスト Networkウェブページ DHCP設定 

 
9. Enable DHCPを選びます。 

10. Apply ボタンを選んで、変更を了承します。 

注意：一旦DHCPに設定すると、IPアドレスは DHCPサーバから取得します。次回か
らは IPアドレスはDHCPサーバから得る事になります。 

11. Diagnosticsメニューから、PCoIP Processorウェブページを選びます。 

図 4-14: ホスト PCoIP Processorウェブページ DHCP及び Discovery設定 
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12. Resetボタンを選び、PCoIPプロセッサをリセットします。 

注意：ホストは、直ちにリセットされません。リセットは、ホストPCがリスタート、
スタンバイに入る、休止あるいはパワーオフするまで延期されます。 

4.2.3 DHCP Discoveryセッションの開始 
DHCP discoveryセッションを開始します。 

1. ポータルOSDから、Connectボタンを選び利用可能ホストの検出を開始します。 

図 4-15: DHCP Discovery Connectスクリーン 

 
2. Discovered Hostsスクリーンから希望するホストを選び、OKを選びます。 

図 4-16: 検出されたホストスクリーン 

 
3. 接続すると、ホストコンピュータはPCoIPで使用する事が出来ます。 

4.3 バンド幅とイメージ設定例 
この例では、バンド幅が制限された環境で、ユーザエクスペリエンスを最適化するため

の手順を説明します。ここでは、4人のタスクベースワーカ（ウェブブラウズ、簡単な
ワードプロセシング、簡単なスプレッドシートの変換及び小さなビデオウインドウ）が

1つの 100-Mbpsスイッチを共有すると想定します。 

これらのタスクの内容から、ユーザは著しいグラフィック変化を必要とせず、各ユーザ

はおそらく異なる時間にピークネットワークバンド幅を必要とする事が考えられます。 
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図 4-17は、各ユーザが 100 Mbpsフルに利用可能である事を仮定とした場合の、簡略化
したバンド幅の要求を表しています。図は各ユーザからのネットワーク要求のピークが、

短い期間内のみである事を示しています。（例えばウインドウのオープン/クローズ、ペ
ージのスクロール等） 

PCoIPシステムは、利用可能なネットワークバンド幅に即座に適応するので、システム
のデフォルトを保持する事を推奨します。しかしながら次の例は、必要に応じてどのよ

うにデフォルトを適応するかを表しています。 

図 4-17: 簡略化したユーザバンド幅要求 (100 Mbpsと仮定) 

 

4.3.1 ホストバンド幅を 25 Mbpsに制限する設定 
この例では、ネットワークはパケット損失を最小限にするよう設定します。ネットワー

クは、混雑に対してパケットの損失で応答します。PCoIPプロセッサは、失われたパケ
ットにたいして生成するバンド幅の量を減らす事で応答します。多くの場合、PCoIPプ
ロセッサはユーザが感知しないようにパケット損失を隠します。しかしながら、バンド

幅が低い又はネットワーク遅延が高いような幾つかのケースでは、各ユーザに利用可能

なバンド幅を制限する事で、混雑によるパケット損失を避けるほうが好まれる場合があ

ります。 この例では各ユーザへのピークバンド幅を、25 Mbpsに完全に制限しました。 
(ファームウエアは、25 Mbps以上の使用を行いません).  

さらに 20 Mbps を目標値とする事で、ネットワークの混雑時にバンド幅は急速に 20 
Mbpsへ低下しますが、それ以下ではゆっくりと低下します。これにより他のネットワ
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ークトラフィックがさらにリンクを混雑させるような場合、利用可能なバンド幅は公平

に共有されます。 

注意：この例ではポータルからホストへ、非常に少ないデータが必要な状況を想定して

います。（USBキーボード及びマウスデータ）それ故、ホストバンド幅のみ制限されま
す。完璧とするには、ポータルバンド幅も制限する事が考えられます。 

1. 最初のユーザのホスト用にホスト IPアドレスを開くために、インターネットブラウ
ザを使ってホスト管理ウェブインターフェースを開きます。 

2. ホスト管理ウェブインターフェースにログインします。 

3. Configurationメニューから Bandwidth ウェブページを選びます。 

図 4-18: ホスト Bandwidth Limit設定(25 Mbps) 

 
4. Device Bandwidth Limitedフィールドに 25を入力します 。 

5. Device Bandwidth Targetフィールドに 20を入力します。 

6. Apply ボタンを選び、変更を了承します。 

7. 他の 3人のユーザのホスト用に繰り返します。 

これでバンド幅は 25 Mbpsへ制限され、各ユーザの目標値は 20 Mbpsとなります。 

図 4-19は、各ユーザを 25 Mbpsの設定で制限した簡略化されたバンド幅の使用を示し
ています。この図では全てのユーザは 25 Mbps に制限されており、必要としてもそれ以
上のバンド幅へアクセスする事は出来ません。また、全ユーザで使用するバンド幅を合

計してもスイッチの総バンド幅(100 Mbps)を超える事はありません。 

ここには混雑がないので、バンド幅を目標値の 20 Mbps又はそれ以下へ削減する必要が
ない事に注意してください。 
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図 4-19: 簡略化したユーザバンド幅の要求(25 Mbps) 

 

4.3.2 イメージプロパティの設定 
上記セクションでは、バンド幅は 25 Mbpsへ制限され、目標値は 20 Mbpsでした。使
い方によっては、最高のクオリティとフレームレートでディスプレイをレンダするため

に、ユーザは時として制限されたバンド幅以上を必要とする事が考えられます。PCoIP
システムはイメージングクオリティとは別に、バンド幅が制限された環境下でユーザエ

クスペリエンスを最適化することができる 2つの制御を与えます。 

PCoIPでバランスされたクオリティ/フレームレートアルゴリズムが提供するより高いイ
メージクオリティを好むユーザには、ポータルMinimum Image Quality 設定を上げる事
が効果的かもしれません。 

Maximum Initial Image Quality設定は、あらゆるユーザにより要求されたピークバンド
幅も変更する事が出来ます。Maximum Initial Image Qualityをデフォルトの 90から下げ
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る事は、ユーザエクスペリエンスの最低限度を保ちながら、ユーザにより要求されるバ

ンド幅の量を減らす事が出来ます。 

注意：この例ではMinimum Image Quality及びMaximum Initial Image Qualityのため
にポータルを設定するために、管理ウェブインターフェースを使います。ポータルの設

定には、ポータルOSDを使う事も出来ます。該当するOSD機能については、セクショ
ン 2 オンスクリーンディスプレイ(OSD)を参照してください。ポータルOSD上には、
Maximum Initial Image Qualityに該当するパラメータはありません。それはネットワー
クトラフィックへの影響度を考慮し、管理者専用のパラメータとされています。 

1. 最初のユーザのホスト用にポータル IPアドレスを開くために、インターネットブラ
ウザを使ってポータル管理ウェブインターフェースを開きます。 

2. ポータル管理ウェブインターフェースへログインします。 

3. Configurationメニューから Image ウェブページを選びます。 

図 4-20: ポータルMinimum Image Quality設定 

 
4. Minimum Image Quality スライダを右にスライドします。 

5. Maximum Initial Image Qualityスライダを左にスライドします。 

6. Apply ボタンを選び変更を了承します。 

7. 他の 3人のユーザポータル用に繰り返します。 

これでMinimum Image Qualityは、いかなる状態においてもシステムが削減する最低イ
メージクオリティを上げるために、Perception-Freeへ向かって設定されました。この影
響は、制限されたバンド幅のケースに限り気づくと思われます。バンド幅が制限されて

いないならば、システムは常に視覚的に影響の無いクオリティを保ちます。Minimum 
Image Quality機能は、ユーザの全体のバンド幅要求を変えることはありません。 

これでMaximum Initial Image Qualityは、変化したイメージ（初期ビデオフレーム）の
クオリティを制限するためにReduced へ向かい設定されました。より低いクオリティの
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初期イメージは作成に少ないバンド幅が必要なので、低いほうのMaximum Initial Image 
Quality設定は少ないバンド幅が必要です。このケースでは、管理者とユーザは
Maximum Initial Image Qualityを 60に設定する事が、Device Bandwidth Limitで絶対的
な制限を設定するよりもバンド幅を削減するには良い方法であると決断しました。  

Maximum Initial Image Quality 設定にかかわらず、PCoIPシステムは常にディスプレイ
の変化の無い領域をロスレスイメージとして作ります。  

注意：Minimum Image Quality設定は、常にMaximum Initial Image Quality設定より
少ないか、あるいは等しくなければなりません。 

4.3.3 ホストバンド幅を 0 Mbpsに制限 (制限無し) 
セクション 4.3.1では、バンド幅は 25 Mbpsに制限され目標値は 20 Mbpsでした。この
セクションでは、グループの使用特性を利用するために PCoIPデフォルトバンド幅及び
イメージング設定が使われます。（この例の特性は、多くの実際の使用グループに近い

ものです）ここでは、より効果的なバンド幅の共有を行うために、Device Bandwidth 
Limit及び Device Bandwidth Targetを 0 (制限無し) に設定します。PCoIPファームウエ
アは、共有ネットワーク上の公平性を保とうとするバンド幅適応アルゴリズムを実装す

る事で、バンド幅の混雑を軽減します。ファームウエアは、イーサネット物理層デバイ

スにより決定されるバンド幅を使います。 

注意：ここではポータルからホストへ、非常に少ないデータが必要な状況を想定してい

ます。（USB キーボード及びマウスデータ）それ故、ホストバンド幅のみ制限されます。
完璧とするには、ポータルバンド幅も制限する事が考えられます。 

最初のユーザのホスト用にホスト IPアドレスを開くために、インターネットブラウザを
使ってホスト管理ウェブインターフェースを開きます。Open the Host Administration  

1. ホスト管理ウェブインターフェースへログインします。 

2. Configuration メニューから Bandwidthウェブを選びます。 
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図 4-21: ホスト Bandwidth Limit設定(0 Mbps、制限無し) 

 
3. 制限無しをイネーブルするために、Device Bandwidth Limitedフィールドに 0を入力
します。 

4. 制限無しをイネーブルするために、Device Bandwidth Target fieldフィールドに 0を
入力します。 

5. Apply ボタンを選び、変更を了承します。 

6. 他の 3人のユーザのホスト用に繰り返します。 

各ユーザのバンド幅制限と目標は、0 Mbps (no limit)に設定されました。軽いグラフィッ
ク変化、及び異なる時間のピークネットワーク要求というユーザのタスクの性質により、

フル 100Mbpsバンド幅では、僅かな衝突があることが予想できます。ユーザはバンド幅
をより効率よく共有し、バンド幅制限を守るためにイメージを犠牲にする状況を少なく

する事が出来ます。 

ネットワークが混雑している場合、PCoIPファームウエアは共有ネットワーク上の公平
性を保とうとするバンド幅適応アルゴリズムにより、自動的にバンド幅制限を軽減しま

す。混雑が解消されると、ファームウエアは再度バンド幅制限をオープンします。 

図 4-22はこの例で 4人のユーザに、制限無しの簡略化されたバンド幅使用の合計を示し
ています。この図はバンド幅は、図 4-19の低い最高バンド幅制限を設定したケースと比
べて、より効率よく共有されています。制限されないケースでは、各PCoIPセッション
は 100 Mbpsまでを使う機会があります。これはユーザに、より視覚的影響の少ない使
用環境を提供します。 

図 4-22: 簡略化されたユーザバンド幅要求(制限無し) 

BW

All Users

Time  
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4.4 USB承認の例 
この例では、USB Permissionsウェブページの使用について説明します。特定のクラス
の IEEE 互換双方向 USB プリンタ、及び特定のベンダ/プロダクト ID を承認するために、
どのように管理者がドロップダウンメニューを使う事が出来るかを示しています。  

次のセクションでは、クラスまたはデバイス IDによってUSBデバイスを承認する手順
を説明します。 

4.4.1 クラスによる USBデバイスの承認 
1. Authorizationセクションで、Add new ボタンを選びます。 

図 4-23: USB Permissionsの例： Add newボタン 

 
2. エントリフィールドが開いたら、デバイスのクラスを承認するために Add New ドロ
ップダウンメニューから Classを選びます。 
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図 4-24: USB Permissionsの例: Class Entry Typeの選択 

 
3. プリンタのクラスを承認するために、Device Class ドロップダウンメニューから

Printerを選びます。 

図 4-25: USB Permissionsの例: Device Classの選択 

 
4. プリンタの特定のクラスを承認するために、Sub Classドロップダウンメニューから

Printerを選びます。(そうでなければ Sub class及びProtocolは Anyのままにしま
す） 
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図 4-26: USB Permissionsの例: Sub Classの選択 

 
5. Protocol ドロップダウンメニューから、希望する IEEE 1284.4互換双方向プロトコル
を選びます。 

図 4-27: USB Permissionsの例: Protocolの選択 

 
6. 変更をフラッシュに保存し設定を完了するために、Apply を選びます。 
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図 4-28: USB Authorizationの例: Class承認 

 

4.4.2 Vendor/Product IDによる USBデバイスの承認 
1. Authorizationセクションで、Add new ボタンを選びます。 

図 4-29: USB Permissionsの例: Add newボタン 

 
2. エントリフィールドが開いたら、vendor/product ID によりデバイスを承認するため
に、Add Newドロップダウンメニューから IDを選びます。 
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図 4-30: USB Permissionsの例: Class Entry Typeの選択 

 
3. 該当するフィールドに、USBデバイスの Vendor ID及びProduct IDを入力します。 

図 4-31: USB Permissionsの例: Vendor ID及び Product IDの入力 

 
4. 変更をフラッシュに保存し設定を完了するために、Applyを選びます。 
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図 4-32: USB Permissionsの例: Vendor ID及び Product IDの承認 
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5 付録 B: ポータル言語及びキーボードサポート 
ポータルファームウエアは、様々な言語及びキーボードレイアウトをサポートする事が

出来ます。 

言語及びキーボードレイアウトの設定に関する情報は、ウェブインターフェース用には

セクション 1.6.8 Languageに、OSD用にはセクション 2.3.8 Languageにそれぞれ記載
されています。表 5-1はサポートする言語をそして表 5-2はサポートするキーボードレ
イアウトを記載します。（デフォルトには記述があります） 

表 5-1: ポータルがサポートする言語 

English [デフォルト] 

French 

German 

Greek 

Spanish 

Italian 

Portuguese 

Korean 

Japanese 

Traditional Chinese 

サポートする言語 

Simplified Chinese 

表 5-2: ポータルがサポートするキーボードレイアウト 

United States of America ISO-8859-1 [デフォルト] 

French Canadian ISO-8859-1 (アクセントキー) 

French ISO-8859-1 

French ISO-8859-1 (アクセントキー) 

French Dvorak-like 

French Dvorak-like (アクセントキー) 

German ISO-8859-1 

German ISO-8859-1 (アクセントキー) 

German Codepage 850 

Greek ISO-8859-7 

サポートする 

キーボード 

Japanese 106 
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Japanese 106x 

Latin American 

Latin American (アクセントキー) 

Portuguese ISO-8859-1 

Portuguese ISO-8859-1 (アクセントキー) 

Italian ISO-8859-1 

Spanish ISO-8859-1 

Spanish ISO-8859-1 (アクセントキー) 

Spanish ISO-8859-15 (アクセントキー) 

Swiss-French ISO-8859-1 

Swiss-French ISO-8859-1 (アクセントキー) 

Swiss-French Codepage 850 

Swiss-German ISO-8859-1 

Swiss-German ISO-8859-1 (アクセントキー) 

Swiss-German Codepage 850 

United Kingdom ISO-8859-1 

United Kingdom ISO-8859-1 (ctrlと caps交換) 

United Kingdom Codepage 850 

United Kingdom Codepage 850 (ctrlと caps交換) 

United States of America ISO-8859-1 (アクセントキ
ー) 

United States of America ISO-8859-1 (ctrlと caps
交換) 

United States of America dvorak 

United States of America right-hand dvorak 

United States of America left-hand dvorak 

United States of America dvorakx 

United States of America Emacs 最適化レイアウト 

United States of America Traditional Unix 
Workstation 
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6 付録 C: ポータル RDP互換性 
ポータルファームウエアはRemote Desktop Protocolクライアントもサポートします。
これはPCoIPエクスペリエンスよりも低いとしてイネーブルできます。以下の表 6-1は
ポータルRDPクライアントの性能を示しています。RDPクライアントをイネーブルす
る事に関する情報については 、セクション 1.6.5.2 Session Type、 1.6.7 RDP、2.3.5.1 
Session Type及び 2.3.7 RDPを参照してください。 

表 6-1: ポータルRDPの性能 

RDPプロトコル Version 5.2 

サポートするターミナルサー

バ 
Windows XP, Vista, Server 2003, Server 2008, Linux 
XRDP 

ディスプレイ解像度 (シングル
モニタ) 

800x600, 1024x768, 1280x768, 1280x1024, 
1440x900, 1600x1200, 1680x1050, 1920x1200,  

カラーの深さ 1ピクセル当たり 8, 16, 24ビット 

RDPポート 設定可能(デフォルトは 3389) 

オーディオ 2つの出力チャネル(22.05 KHzで 16ビット) 

エクスペリエンスオプション デスクトップ壁紙イネーブル/ディセーブル ( ウェブ
/OSD及びコネクションブローカ経由により) 

ドラッグ中のウインドウ内容表示(コネクションブロ
ーカ経由のみ) 

メニューおよびウインドウアニメーションイネーブ

ル/ディセーブル(コネクションブローカ経由のみ) 

テーマイネーブル/ディセーブル (ウェブ/OSD及びコ
ネクションブローカ経由により) 

ビットマップキャッシングのサポート 

ポートリダイレクション ポートリダイレクションサポート無し 

クリップボードリダイレクションサポート無し 

ログオン コネクションブローカは、セッションを開くときウ

インドウズログオンスクリーンをバイパスするため

にユーザ IDとパスワードを渡す。 

暗号化  

(Windows Server 2003, Server 
2008) 

セキュリティレイヤ： 

  - RDPセキュリティレイヤ => サポートあり 

  - ネゴシエート => サポートあり 

暗号化レベル： 

  - ロー => サポートあり 

  - クライアント互換 => サポートあり 
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  - ハイ => サポートあり 

  - FIPS準拠 => サポート無し 

ネットワークレベル承認
(Vista) 

サポートしない 

 


